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ケ
　
野
外
で
の
憩
い
の
場
と
利
雪
・
親
雪
の
目
玉
事
業
と
し
て
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
城
ヶ
丘
多
目
的
広
場
の
建
設
が
、
い
よ

い
よ
始
ま
り
ま
す
。
城
ヶ
丘
野
球
場
を
全
面
整
備
し
、
約
一
億
円
を

投
じ
て
ス
テ
ー
ジ
や
芝
生
広
場
、
雪
貯
蔵
施
設
を
持
っ
た
四
季
を
通

じ
て
楽
し
め
る
広
場
が
年
内
に
誕
生
し
ま
す
。
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
雪
遊
び
、
納
涼
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
魅
力
い
っ

ぱ
い
の
多
目
的
広
場
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

雪
を
墾
が
し
た

憩
い
の
場
が
誕
生

〈
野
球
場
跡
地
を
全
面
整
備
〉

　
城
ヶ
丘
多
目
的
広
場
は
、
十
日
町

小
学
校
の
隣
に
あ
る
城
ヶ
丘
野
球
場

を
全
面
整
備
し
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
で
き
る
ス

テ
ー
ジ
付
芝
生
広
場
と
四
季
を
通
じ

て
雪
に
親
し
め
る
利
雪
広
場
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
す
。

　
城
ヶ
丘
野
球
場
は
、
大
正
十
二
年

に
時
の
旬
街
青
年
体
育
協
会
の
有
志

の
手
に
よ
り
建
設
。
七
十
有
余
年
に

わ
た
り
市
民
野
球
の
殿
堂
と
し
て
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
ず
え

用
さ
れ
、
野
球
王
国
十
日
町
の
礎
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
関

係
者
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
、
多
目

的
広
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

〈
四
季
を
通
じ
て
雪
遊
び

　
触
れ
合
い
多
目
的

　
　
　
　
　
　
広
場
を
建
設
〉

　
一
年
を
通
じ
て
雪
に
親
し
め
、
四

季
折
々
の
草
花
に
囲
ま
れ
た
憩
い
の

場
は
、
市
民
の
長
年
の
夢
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
克
雪
か
ら
利

雪
・
親
雪
を
目
指
す
ユ
ニ
ー
ク
な
事

業
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
こ
の
多
目
的
広
場
は
、
若
者
の
定

着
と
雇
用
の
促
進
を
ね
ら
い
と
し
た

通
産
省
の
補
助
を
受
け
て
建
設
さ
れ

ま
す
。
工
事
は
約
一
億
円
を
投
じ
て
、

七
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
十
二
月
末
に

完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
特
に
注
目
す
べ
き
施
設
は
、
広
場

内
に
積
も
っ
た
雪
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

集
め
、
約
四
千
立
方
㌶
を
ろ
ア
ー
ジ

裏
に
保
存
し
、
冬
も
夏
も
イ
ベ
ン
ト

や
子
供
た
ち
の
雪
遊
び
に
自
由
に
活

用
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、

ス
テ
ー
ジ
と
合
わ
せ
て
約
一
万
平
方

材
の
芝
生
広
場
、
舗
装
広
場
で
、
野

外
コ
ン
サ
ー
ト
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・

ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
・
花
見
・
運
動

会
・
納
涼
会
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
気
軽
に
楽
し
め
、
人
と
雪
に

触
れ
合
え
る
お
も
し
ろ
潤
い
広
場
が
、

誕
生
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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子
供
た
ち
の
喜
ぶ

　
姿
が
目
に
浮
か
ぶ

　
　
太
田
と
よ
子
さ
ん

　
（
い
ず
み
保
育
園
・
2
2
歳
）

騰

み
ん
な
の
広
場
と

　
し
て
大
切
に
利
用

　
　
庭
野
茂
美
さ
ん

　
　
（
高
田
町
ー
・
引
歳
）羅

’

簸

霧

芝
生
の
上
で
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
最
高

　
　
根
津
英
作
さ
ん

　
　
　
（
川
原
町
・
刀
歳
）

　
雪
は
冬
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
夏
、
雪
に
触
れ
ら
れ

る
な
ん
て
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
何

よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

子
供
た
ち
は
広
い
場
所
が
大
好
き
な

ん
で
す
よ
。
遠
足
気
分
で
広
場
に
行

き
、
芝
生
の
上
で
こ
ろ
が
っ
た
り
雪

遊
び
が
で
き
る
な
ん
て
す
ば
ら
し
い

で
す
ね
。
今
か
ら
子
供
た
ち
の
喜
ぶ

姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　
景
観
に
富
ん
だ
高
台
に
、
多
方
面

に
利
用
で
き
る
広
場
が
で
き
る
ん
で

喜
ん
で
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
を
企

画
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
屋
外

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。
多
く
の
人
か
ら
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
、
大
き
な
駐
車
場
が
ほ

し
い
で
す
ね
。
利
用
者
も
マ
ナ
ー
を

守
り
、
み
ん
な
の
広
場
と
し
て
大
切

に
育
て
て
行
き
た
い
で
す
ね
。

　
晴
れ
た
日
の
毎
日
、
近
く
の
練
習

場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
広
々
と
し
た
場
所
で
、
青
々

と
茂
っ
た
芝
生
の
上
で
仲
間
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
が
や
れ
る
な
ん
て
最
高
で

し
ょ
う
ね
。
津
南
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

の
芝
生
コ
ー
ト
で
や
り
ま
し
た
が
、

　
　
そ
う
か
い

気
分
爽
快
で
し
た
。
花
見
が
で
き
た

り
、
雪
を
見
ら
れ
た
り
、
今
か
ら
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

霧灘雛霧

図城ケ丘

◎

輿央ヌ舞一鰯

．
欝

黎難

　
　
灘
嚢

獺雛じ
ビ
ノ灘

　擁擁

雪山

貯
水
槽

舗装広場

難じ
　　繋

　中央芝生広場

髄i栽
1桜菱、

　　　　　遊歩道
外周芝生広場

＼」．．　　舗装広場

　
場

　
広

丘
的

ケ
目

城
多

　
館

館
民

育
公

体
●

民市
●

青少年
ホー鐵●

城
ヶ
丘
叢
翻
的
広
場

　
　
　
施
設
の
概
要

　
野
球
場
を
利
用
し
た
城
ヶ
丘
多
目

的
広
場
の
面
積
は
、
約
一
万
七
千
平

方
材
。
こ
の
敷
地
内
に
、
ス
テ
ー
ジ
・

雪
保
存
エ
リ
ア
・
芝
生
広
場
・
舗
装

広
場
・
遊
歩
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま

す
。　

ま
た
、
雨
が
降
っ
た
後
の
排
水
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
広
場
内

の
各
所
に
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
ス
テ
ー
ジ
…
…
幅
三
十
層
、
奥
行

き
十
五
折
、
高
さ
一
・
二
層
の
ス
テ

ー
ジ
が
で
き
、
そ
の
正
面
に
は
幅
六

材
、
奥
行
き
五
材
の
タ
イ
ル
と
ブ
ロ

ッ
ク
張
り
の
階
段
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
両
側
に
は
、
車
イ
ス
や
小
型
除

雪
車
が
上
れ
る
ス
ロ
ー
プ
が
で
き
ま

す
。◆

雪
保
存
…
…
ス
テ
ー
ジ
の
裏
に

幅
三
十
㌶
、
奥
行
き
二
十
材
に
わ
た

る
保
存
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
雪
山
に
は
、
光
と
雨
を
防
ぐ
ア
ル

ミ
シ
ー
ト
や
断
熱
シ
ー
ト
、
防
風
ネ

ッ
ト
を
か
ぶ
せ
、
約
四
千
立
方
材
の

雪
を
保
存
し
ま
す
。
そ
の
下
に
は
、

雪
融
け
水
を
集
め
る
貯
水
槽
を
設
け
、

公
園
内
の
芝
生
の
散
水
や
清
掃
用

水
、
イ
ベ
ン
ト
用
水
な
ど
に
活
用
し

ま
す
。

◆
中
央
芝
生
広
場
…
…
縦
一
〇
〇

㌶
、
横
五
十
㌶
、
面
積
三
、
八
○
○

　
　
　
　
　
　
　
ま
ゆ

平
方
㌶
に
わ
た
り
繭
を
形
ど
っ
た
、

全
面
野
芝
の
広
場
と
な
り
ま
す
。

◆
外
周
芝
生
広
場
…
…
西
側
に
は
奥

行
き
十
～
三
十
層
、
面
積
三
、
八
○

○
平
方
層
に
わ
た
り
、
平
ら
と
傾
斜

の
三
日
月
型
芝
生
広
場
が
設
け
ら
れ

ま
す
。
外
周
に
は
、
桜
が
約
三
十
本

と
四
季
の
花
が
植
え
ら
れ
、
傾
斜
芝

生
広
場
は
五
～
十
響
の
傾
斜
が
あ
り
、

ゴ
ロ
ゴ
ロ
遊
び
が
で
き
る
広
場
と
な

り
ま
す
。

◆
舗
装
広
場
・
遊
歩
道
…
…
約
三
千

平
方
層
に
わ
た
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
の
広
場
の
周
り
に
幅
一
・
五
材
、

長
さ
三
四
〇
層
に
わ
た
り
レ
ン
ガ
風

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
舗
装
の
遊
歩

道
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト

を
再
利
用
し
、
水
を
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
風

に
流
す
ウ
ォ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ウ
ォ
ー

ル
や
バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
を
利
用
し

た
レ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
リ
i
（
行
事
案
内
、

野
外
展
示
場
）
、
市
民
野
球
場
発
祥
の

地
、
雪
ま
つ
り
発
祥
の
地
な
ど
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
雪
だ
る
ま
を
形
ど
っ

た
案
内
板
や
車
止
め
が
設
置
さ
れ
ま

す
。　

こ
の
多
目
的
広
場
が
愛
さ
れ
、
親

し
ま
れ
る
よ
う
す
て
き
な
名
称
を
秋

に
募
集
す
る
予
定
で
す
の
で
ご
期
待

く
だ
さ
い
。
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平成5年4月1日
採用予定

◆受付期間　7月10日㈹～8月10日（月）◆第1次試験　8月30日（日）、市保健センター

◆問い合わせ　総務課人事秘書係（〒948十日町市千歳町3－3a57－3111内線215）

職　　種 予定人員 受　　　験　　　資　　　格 職　務　内　容

一般事務

上級

若干名

学校教育法による大学の卒業者（来年3月卒業見込者を含む）

で、昭和39年4月2日以降に生まれた人

一般行政事務に従事

初級

学校教育法による高等学校、短期大学、各種学校の卒業者（来

年3月卒業見込者を含む）で、昭和46年4月2日以降に生まれ
た人

土　　　木

上級

2　名

学校教育法による大学の土木系専門課程の卒業者（来年3月卒

業見込者を含む）で、昭和37年4月2日以降に生まれた人 建設、水道、下水道、農林

等の部門でそれぞれ専門技

術の業務に従事中級

学校教育法による短大・高等専門学校および専門学校の土木系

専門課程の卒業者（来年3月卒業見込者含む）で、昭和37年4

月2日以降に生まれた人。ただし、大学卒業者を除く。

理学療法士 中級 1　名
理学療法士の免許を有する人または、来春取得見込みの人で、

昭和32年4月2日以降に生まれた人

県立十日町病院で数カ月の

訓練後、市の保健センター

等で専門技術の業務に従事

保　　　母 中級 若干名
保母の資格を有する人または、来春取得見込みの人で、昭和42

年4月2日以降に生まれた人

市立保育所（7カ所）にお

いて保育業務に従事

自動車運転手兼

作　　業　　員 3　名
昭和27年4月2日から昭和42年4月1日の間に生まれた人で、

大型免許と大型特殊免許の両方を有する人

庁用車の運転または各種作

業に従事

　
〈
試
験
方
法
〉

■
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

　
八
月
三
十
日
㈲
　
市
保
健
セ
ン
タ
i

▼
一
般
事
務
・
理
学
療
法
士
・
保
母
…

　
　
　
　
　
　
国
語
・
社
会
・
作
文

▼
土
　
木
…
…
国
語
・
社
会
・
数
学
・

　
　
　
　
　
　
作
文

▼
自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員
…
作
文

■
二
次
試
験
（
面
接
、
体
力
テ
ス
ト
）

　
九
月
下
旬
。
体
力
テ
ス
ト
…
総
合
体

育
館
。
面
接
試
験
…
市
役
所

　
〈
採
用
お
よ
び
給
与
〉

■
採
用
平
成
五
年
四
月
一
日

臼
給
　
与
　
市
給
与
支
給
条
例
の
規
定

に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

　
初
任
給
は
、
四
年
度
の
場
合
ー

◎
上
級
新
卒
者
…
一
五
三
、
七
〇
〇
円

◎
中
級
新
卒
者
…
二
壬
二
、
八
○
○
円

◎
初
級
新
卒
者
…
一
二
四
、
九
〇
〇
円

◎
自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員

　
　
　
　
…
経
験
年
数
に
基
づ
き
決
定
。

　
基
本
給
の
ほ
か
に
扶
養
手
当
、
通
勤

手
当
、
期
末
勤
勉
手
当
等
を
支
給
。

　
〈
受
付
期
間
〉

　
七
月
十
日
働
か
ら
八
月
十
日
㈲
ま
で
。

（
郵
送
す
る
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

　
〈
申
し
込
み
〉

　
総
務
課
人
事
秘
書
係
へ
次
の
書
類
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
採
用
試
験
申
込
書
（
同
係
に
あ
り
ま

す
）
②
来
年
三
月
卒
業
見
込
者
は
卒
業

見
込
証
明
書
③
最
終
卒
業
学
校
の
成
績

証
明
書
④
理
学
療
法
士
・
保
母
の
免
許

（
資
格
）
取
得
者
は
、
免
許
証
等
の
写

し
⑤
自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員
は
運
転

免
許
証
の
写
し

壷
◆
拳
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
琴
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
も
◆
毒
◆
寺
◆
毒
◆
も
◆
等
◆
毒
◆
毒
◆
詩

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆
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ト

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

｝
故
池
田
一
兀
助
役
に
　
　
㎜

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

一
　
叙
勲
を
伝
達
　
｝

一
　
ー
勲
五
等
隻
光
旭
目
章
1
“
い

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

一
勲
五
等
箋
旭
日
章
を
受
章
し
た
故
池
旦

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

伸
作
三
氏
（
元
市
助
役
）
の
叙
勲
伝
達
式
が
、
　
酬

φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

廟
六
月
二
十
二
日
㈲
市
長
室
で
行
わ
れ
、
夫
人
斜

”
の
ヨ
シ
ノ
さ
ん
㈹
に
丸
山
市
長
か
ら
伝
達
さ
齢

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

馴
れ
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劃

ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

鱒
　
池
田
氏
は
昭
和
十
二
年
尋
常
高
等
小
学
校
縛

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

創
高
等
科
を
卒
業
し
、
同
年
四
月
に
十
日
町
役
御

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

齢
場
に
勤
務
。
財
政
課
長
、
市
長
公
室
長
な
ど
齢

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

榊
を
歴
任
し
、
四
十
七
年
か
ら
五
十
八
年
ま
で
榊

栂
助
役
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
助
役
辞
職
後
は
、
樽

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

剛
六
十
二
年
か
ら
亡
く
な
ら
れ
る
ま
で
、
社
会
噺

栂
福
祉
法
人
十
日
町
寿
福
祉
会
（
三
好
園
）
理
齢

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

陣
事
長
に
就
任
。
そ
の
他
、
社
会
福
祉
協
議
会
創

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

一
長
、
市
観
光
協
会
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。
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釧
六
月
九
日
㈹
に
市
長
室
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
御
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勝
之
助
氏
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勲
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瑞
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－
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下
条
中
学
校
長
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“
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引

元
市
立
下
条
中
学
校
長
の
佐
野
勝
之
助
氏
御
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（
旧
姓
小
林
）
に
勲
五
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
、
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◆受付期間　7月10日㈹～8月10日（月）◆第1次試験8月30日（日）、場所等は別途通知

◆問い合わせ　十日町地域消防本部総務課（〒948十日町市川治内後暦57－1555）

職　　種 予定人員 受　　　験　　　資　　　格 職務　内　容

消　防　士 4　名

①学校教育法による高等学校の卒業者（来年3月卒業見込者を含む）で、

昭和42年4月2日以降に生まれた男子②十日町市、川西町、津南町、中

里村に居住可能な人③身長160cm以上、胸囲はおおむね身長の2分の1以

上・体重50kg以上、視力両眼の場合0．8以．L一眼の場合それぞれ0．5以

上（矯正視力可）で色神正常、そのほか身体強健で体質上欠陥のない人

十日町地域広域事務組

合消防業務等に従事

　
　
〈
試
験
方
法
〉

■
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
・
体
力
テ
ス

　
　
　
　
　
　
ト
）

　
八
月
三
十
日
㈲
　
場
所
・
時
間
等
は

受
験
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

▼
筆
記
試
験
…
国
語
・
社
会
・
作
文

▼
体
力
テ
ス
ト

■
二
次
試
験
（
口
述
試
験
、
身
体
検
査
）

　
九
月
下
旬
、
場
所
・
時
間
は
一
次
試

験
合
格
者
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

▼
一
次
試
験
合
格
者
に
口
述
試
験
と
身

体
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
〈
採
用
お
よ
び
給
与
〉

■
採
　
用
　
平
成
五
年
四
月
一
日

■
給
与
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

合
一
般
職
員
の
給
与
支
給
条
例
の
規
定

に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

　
初
任
給
は
、
四
年
度
の
場
合
i

　
◎
新
卒
者
…
一
四
一
、
○
○
○
円

　
基
本
給
の
ほ
か
に
扶
養
手
当
、
通
勤

手
当
、
期
末
勤
勉
手
当
等
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
職
務
に
必
要
な
被
服
を

貸
与
し
ま
す
。

　
〈
受
付
期
問
〉

　
七
月
十
日
㈲
か
ら
八
月
十
日
㈲
ま
で
。

（
郵
送
す
る
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

　
〈
申
し
込
み
〉

　
十
日
町
地
域
消
防
本
部
総
務
課
へ
次

の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
験
申
込
書
（
同
課
お
よ
び
川
西
・

津
南
分
遣
所
・
中
里
消
防
詰
所
に
あ
り

ま
す
）
②
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明

書
③
来
年
卒
業
見
込
者
は
前
年
の
も

　
　
　
　
　
ぽ

の
。
（
調
査
書
で
も
可
）

◆受付期間　7月10日㈹～8月10日（月）◆第1次試験　8月30日（日）、市保健センター

◆問い合わせ　衛生施設組合（高田町6盈52－3924）または総務課人事秘書係

職　　種 予定人員 受　　　験　　　資　　　格 職務　内　容

技　術　員 初級 1　名
学校教育法による高等学校の卒業者（来年3月卒業見込者を含

む）で＼昭和37年4月2日以降に生まれ、普通免許を有する人

衛生施設組合事務局におい

て清掃業務に従事

自動車運転手兼

作　　業　　員 2　名
昭和27年4月2日から昭和42年4月1日の間に生まれた人で、

大型免許と大型特殊免許の両方を有する人

衛生施設組合事務局車輌の

運転および清掃業務に従事

　
〈
試
験
方
法
〉

■
一
次
試
験
（
筆
記
試
験
）

　
八
月
三
十
日
㈲
　
市
保
健
セ
ン
タ
i

▼
技
術
員
…
…
国
語
・
社
会
・
作
文

▼
自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員
…
…
作
文

■
二
次
試
験
（
面
接
、
体
力
テ
ス
ト
）

　
九
月
下
旬
。
体
力
テ
ス
ト
…
総
合
体

育
館
。
面
接
試
験
…
市
役
所

　
〈
採
用
お
よ
び
給
与
〉

■
採
用
平
成
五
年
四
月
一
日

■
給
　
与
　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施

設
組
合
給
与
支
給
条
例
の
規
定
に
よ
り

支
給
し
ま
す
．
・

　
初
任
給
は
、
四
年
度
の
場
合

◎
技
術
員

　
新
卒
者
…
一
二
四
、
九
〇
〇
円

◎
自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員

　
　
　
　
…
経
験
年
数
に
基
づ
き
決
定
。

　
基
本
給
の
ほ
か
に
扶
養
手
当
、
通
勤

手
当
、
期
末
勤
勉
手
当
等
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
〈
受
付
期
間
〉

　
七
月
十
日
働
か
ら
八
月
十
日
㈲
ま
で
。

（
郵
送
す
る
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

　
〈
申
し
込
み
〉

　
十
日
町
市
役
所
総
務
課
人
事
秘
書
係

へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
採
用
試
験
申
込
書
（
衛
生
施
設
組
合

事
務
局
と
市
総
務
課
人
事
秘
書
係
に
あ

り
ま
す
）

②
来
年
三
月
卒
業
見
込
者
は
卒
業
見
込

証
明
書

③
最
終
卒
業
学
校
の
成
績
証
明
書
（
卒

業
見
込
者
は
前
年
の
も
の
）

④
自
動
車
運
転
手
兼
作
業
員
は
運
転
免

許
証
の
写
し
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噛
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

｝
佐
野
氏
は
、
明
治
三
＋
七
年
生
ま
れ
の
ム

陣
十
八
歳
。
現
在
は
東
京
都
武
蔵
野
市
に
住
ん
臨

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

創
で
お
ら
れ
ま
す
。
大
正
十
二
年
高
田
師
範
学
押

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

齢
校
を
卒
業
し
、
下
条
村
下
条
尋
常
高
等
小
学
陣

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

脚
校
訓
導
を
振
り
出
し
に
、
昭
和
三
十
七
年
下
劃

齢
条
中
学
校
長
を
辞
任
す
る
ま
で
の
四
十
年
間
栂

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

咽
教
育
に
情
熱
を
さ
さ
げ
て
き
ま
し
た
。
退
職
御

栂
後
も
十
日
町
市
の
社
会
教
育
や
社
会
福
祉
行
齢

◆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

噺
政
を
中
心
に
地
域
社
会
に
大
き
く
貢
献
し
、
　
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

煙
実
績
を
挙
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
齢

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

陣
オ
　
　
　
　
　
　
た
ゆ
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社
会
福
祉
協
議
会
長
に

　
　
　
　
上
村
順
平
氏

　
池
田
作
三
氏
の
急
逝
に
伴
い
空
席
と
な
っ

て
い
た
、
㈹
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
融

順
に
副
会
長
で
あ
っ
た
上
村
順
平
氏
が
五
月
二

斜
十
九
日
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

．
護

◆
色
7
◆
・
・
毒
．
◆
・
一
一
雪
・
◆
も
・
◎
・
撃
◆
・
毒
◆
毒
◆
響
陰
◆
一
－
一
－
・
◆
毒
◆
寺
◆
睾
◆
■
拳
◆
も
・
◆
毒
◆
寺
◆
■
毒
◆
、
毒

　　上村順平氏　 首雲姦馬一「一　■■畷灘
　　（太田島2・75歳）　　　二長つ　　　　　　　　元気な姿で贈呈
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か
ら
ス
タ
ー
ト

　
今
年
の
二
学
期
か
ら
「
学
校
週
五
日
制
」
が
実
施
さ
れ
、
月
一
回

第
二
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
家
庭
や
学
校
．

地
域
で
の
教
育
の
あ
り
方
を
見
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

担
う
子
供
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間
性
を
育
て
よ
う
と
い
う
目
的
が
あ

り
ま
す
。
今
後
、
学
校
週
五
日
制
の
定
着
を
図
っ
て
い
く
う
え
で
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が
い
ま
ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
、
一
体

と
な
っ
て
問
題
解
決
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
の
九
月
か
ら
「
学
校
週
五
日
制
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
毎
月
一
回
第
二
土
曜
日
、
公
立
の
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

特
殊
教
育
諸
学
校
で
、
学
校
が
休
業
日

と
な
り
ま
す
。

　
「
学
校
週
五
日
制
」
の
ね
ら
い
は
、

子
供
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
変
化

に
自
ら
対
応
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
を
育
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
子
供
の
生
活
を
ゆ

と
り
あ
る
、
豊
か
な
も
の
に
し
、
自
ら

考
え
、
自
分
の
力
で
行
動
し
よ
う
と
す

る
子
供
を
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
供
は
本
来
、
自
ら
伸
び
よ
う
と
す

る
無
限
の
力
を
内
に
秘
め
て
い
ま
す
。

自
発
性
に
富
み
、
進
ん
で
も
の
ご
と
に

取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
を
も
ち
、
生

き
生
き
と
し
て
い
る
の
が
、
子
供
の
姿

で
す
。

　
け
れ
ど
も
、
今
、
子
供
た
ち
は
そ
の

生
気
を
失
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
教
育
の
在

り
方
そ
の
も
の
が
、
子
供
た
ち
の
ゆ
と

り
を
な
く
さ
せ
、
主
体
性
の
な
い
「
指

示
待
ち
っ
子
」
を
生
み
出
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
子
供
の
本
来
の
力
を
引
き
出
す
た
め

に
は
、
知
識
や
応
用
力
だ
け
で
は
な
く
、

自
ら
学
ぶ
意
欲
や
、
自
分
で
考
え
判
断

し
て
行
動
で
き
る
能
力
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
、
子
供
た
ち
が
真
に
ゆ
と
り
の
あ
る

生
活
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、

礁
亭

噺．舅購

自
然
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
考
え
さ
せ

な
が
ら
自
分
の
力
を
み
が
く
機
会
を
多

く
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
・

－劃体

欝
螺
つ

　
「
学
校
週
五
日
制
」
は
、
子
供
た
ち

の
望
ま
し
い
成
長
・
発
達
を
願
い
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
教
育
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
」
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　
縷
糠
懸
籔
、
．

　
毎
月
一
回
休
業
日
と
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
子
供
の
学
力
が
低
下
し
な
い
か

と
い
う
心
配
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
今
学
校
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

灘

繕れからぼ綴社

　　　　　濃

　
体
験
的
な
活
動
や
間
題
解
決
的
な
学

習
を
多
く
し
、
子
供
が
自
ら
考
え
自
分

で
進
め
る
学
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
行
事
の
見
直
し
を
し
て

授
業
時
間
を
生
み
出
し
た
り
、
教
え
方

の
工
夫
に
よ
っ
て
学
習
に
遅
れ
る
子
供

が
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

灘
獲
饗
懲
p

　
教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
休
業
日
は
子
供
た
ち
が
家
庭

や
地
域
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

親
子
の
対
話
、
家
族
の
触
れ
合
い
を
多

く
し
て
、
子
供
の
健
全
な
成
長
発
達
の

た
め
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
後
述
の
「
生
活
ス
タ
イ
ル
」
な
ど
を

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
子
供
が
生
き

生
き
と
し
た
有
意
義
な
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
ご
努
力
く
だ
さ
い
。

灘
灘
棚
顯
謙
機
関
で
は

　
休
業
日
、
子
供
た
ち
が
生
活
を
す
る

場
は
家
庭
・
地
域
で
す
。

　
子
供
た
ち
も
ま
た
、
地
域
の
一
貝
と

し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
地
域
の
自
然
に

触
れ
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
か
ら
学

ぶ
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
子
供
た
ち
自
身
が

各
自
の
希
望
や
関
心
に
基
づ
い
て
選
択

で
き
る
よ
う
な
活
動
や
施
設
設
備
等
の

用
意
が
必
要
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
現
在
「
学
校
週

五
日
制
に
関
す
る
学
校
教
育
部
会
・
社

会
教
育
部
会
」
を
設
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
検
討
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

　
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
力
を
合
わ
せ

て
、
子
供
た
ち
の
心
豊
か
な
成
長
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
態
勢
づ
く
り
を
し
た

ら
よ
い
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

週
五
日
制
に
伴
う

　
　
　
子
供
た
ち
の

　
　
　
　
　
生
漬
ス
タ
螺
ル

　
～
あ
る
実
験
校
の
実
践
が
ら
雪

①
休
業
臼
の
過
ご
じ
秀
を
親
子
で
話

　
し
合
う
。

②
自
然
に
親
し
む
活
動
や
体
験
的
な

　
活
動
に
取
り
紐
む
。

③
地
域
活
動
ー
祭
り
、
年
中
行
事
～

　
奉
仕
活
動
な
ど
ー
に
参
加
す
る
。

④
子
供
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動

　
等
に
参
加
す
る
。

⑤
公
民
館
、
図
書
館
、
博
物
館
、
体

　
育
館
等
の
施
設
を
利
用
す
る
。

⑥
家
族
と
の
触
れ
合
い
を
多
く
し
て
、

　
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
す
る
。

6



16ミリ映画・ビデオテーブなど貸し出します

　
「
十
日
町
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
こ
の
名
前
を
初
め
て
聞

い
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
十
日
町
市
・

中
魚
沼
郡
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
1
6
ミ
リ
映
画
等
の
視
聴
覚

教
材
を
貸
し
出
し
た
り
、
映
写
機
操
作
認
定
講
習
会
の
開
催
や
、

ビ
デ
オ
等
の
研
修
を
行
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地
域

の
情
報
交
換
の
場
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
通
信
ホ
ス
ト
局
も
開
設
し
ま

し
た
。
気
軽
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
ひ

楽
し
い
映
写
会
を

　
　
　
　
開
き
ま
せ
ん
か

　
夏
休
み
も
間
近
、
そ
し
て
九
月
か
ら

は
学
校
週
五
日
制
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
子
供
会
や
町
内
会
で
楽

し
い
映
写
会
を
開
き
ま
せ
ん
か
。

　
十
日
町
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で

は
、
常
時
一
、
○
○
○
本
以
上
の
1
6
ミ

リ
映
画
や
教
育
用
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
子
供
会
や
町
内
会
で

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
登
録
団
体
と
な
っ
て

申
し
込
む
方
法
と
、
学
校
や
公
民
館
を

通
し
て
申
し
込
む
方
法
の
二
通
り
が
あ

り
ま
す
。
子
供
会
等
で
登
録
団
体
と
な

り
、
よ
り
有
効
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
i
教
材

を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
み
ま
せ

ん
か
。登

録
団
体
と
な
っ
て

　
　
　
　
申
し
込
あ
場
合

1、，覇轟「・．畷羅騒難麟

常時1，000本以上のフィルムを取りそろえています

①
子
供
会
や
町
内
会
と
し
て
、
十
日
町

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
登
録
団
体

と
し
て
登
録
し
ま
す
。

　
登
録
料
は
無
料
で
す
。
代
表
の
人
が

直
接
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
来
て
、
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
す
る
だ
け
で
す
．

②
教
材
目
録
か
ら
利
用
し
た
い
教
材
を

探
し
ま
す
。

　
利
用
し
た
い
教
材
が
見
つ
か
ら
な
い

場
合
は
、
気
軽
に
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

③
1
6
ミ
リ
映
写
機
は
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
貸
し
出
し
ま
す
が
、
学
校
・
公
民
館

で
も
借
り
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
ビ
デ
オ

を
大
き
く
映
し
出
す
ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
も
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
貸
し
出
し

ま
す
。

④
利
用
し
た
い
教
材
（
機
材
）
は
直
接

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
取
り
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

⑤
1
6
ミ
リ
映
画
の
場
合
は
、
映
写
機
操

作
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
が
必
要
で

す
。学

校
や
公
民
館
を

通
し
て
申
し
込
あ
場
合

①
学
校
や
公
民
館
に
行
き
、
教
材
目
録

を
見
て
利
用
す
る
1
6
ミ
リ
映
画
・
ビ
デ

オ
を
選
び
ま
す
。

②
学
校
や
公
民
館
を
通
し
て
、
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
に
利
用
し
た
い
教
材
を
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

③
利
用
し
た
い
教
材
（
機
材
）
は
直
接

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
取
り
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

④
1
6
ミ
リ
映
画
の
場
合
は
、
映
写
機
操

作
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
が
必
要
で

す
。

十
日
町
市
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
紹
介

①
所
在
地
　
十
日
町
市
学
校
町
一
・
十

日
町
小
学
校
内
・
盈
5
7
1
0
4
9
3

②
開
館
時
間
　
平
日
H
午
前
八
時
三
十

分
～
午
後
五
時
　
土
曜
日
H
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
○
時
三
十
分

※
時
間
外
の
来
館
は
、
事
前
に
連
絡
を

く
だ
さ
い
。

平成4年度　16ミリ映写機操作認定講習会日程

1　日　コ　ー　ス 夜　間　コ　ー　ス　　（3日間）

会　場 日　　時 会場 日　　　時

十日町
小学校

8月24日（月）

午前9：00～午後5二〇〇

十日町市

公民館

10月13日（幻午後6二30～9：00

10月14日㈱午後6：30～9二〇〇

10月16日働午後7：00～9：00

12月25日働

午前9二〇〇～午後5：00

11月10日（幻午後6：30～9：00

11月11日㈱午後6二30～9：00

11月13日働午後7二〇〇～9二〇〇

バ
ソ
コ
ン
通
信

　
　
ホ
ス
ト
局
会
員
募
集

　
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
通
信
を
始
め
よ

う
と
す
る
方
の
学
習
の
場
と
し
て
、
ま

た
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
交
換
の

場
と
し
て
ホ
ス
ト
局
（
T
N
E
T
）
を

開
設
し
ま
し
た
。

　
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て
新
し
い
情

報
交
換
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
加
入
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

十
日
町
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
へ
。

7とお∬夢3　平成4年7月10日
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大好き十日町会事務局

　　〒948十日町市千歳町3－3市役所内

　　智57－3111内線234・235

　
六
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
私
た
ち
六
名
は
、
民
間
レ
ベ
ル
で
今
後

活
発
に
交
流
・
親
善
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の
橋
渡
し
を
目
的
に
コ
モ

市
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。
各
界
の
人
た
ち
と
お
会
い
し
、
今
後
の

交
流
へ
の
手
応
え
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

〔
絵
画
交
換
・
姉
妹
幼
稚
園
は
〕

　
私
た
ち
は
、
七
日
の
夕
方
に
コ
モ
市

に
到
着
し
、
休
む
間
も
な
く
市
内
に
足

を
運
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ホ
テ
ル
に
戻

り
夕
食
を
済
ま
せ
た
後
に
部
屋
で
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
八
日
の
準
備
を
し
て
消
灯
。

　
八
日
の
朝
、
私
た
ち
は
コ
モ
市
議
会

議
貝
の
ピ
ー
二
－
氏
と
国
際
交
流
課
長

の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
氏
に
連
れ
ら
れ
て
、
コ

モ
第
三
学
区
小
学
校
長
ド
ラ
ゴ
ー
二
氏

と
公
立
学
校
教
育
長
マ
リ
レ
マ
氏
と
テ

ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
会
談
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
十
日

町
で
行
い
た
い
の
で
ご
協
力
願
い
た
い

と
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、
気
持
ち
良
く

了
解
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
の
秋
に
小

学
生
の
絵
を
十
日
町
に
送
っ
て
く
れ
る

約
束
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
モ
市

側
か
ら
も
来
年
三
月
に
、
十
日
町
の
小

学
生
の
絵
を
送
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か

と
要
望
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
ド
ラ
ゴ
ー
二
氏
が
園
長
を

し
て
い
る
幼
稚
園
を
訪
れ
、
天
使
幼
稚

園
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
姉
妹
幼
稚
園
の

話
を
し
ま
し
た
。
先
方
の
幼
稚
園
よ
り

子
供
た
ち
の
運
動
会
の
写
真
、
幼
稚
園

の
概
要
等
を
書
い
た
書
類
を
い
た
だ
き

幼
稚
園
同
士
の
橋
渡
し
が
で
き
ま
し
た
。

〔
コ
モ
市
役
所
を
表
敬
訪
問
〕

　
コ
モ
市
役
所
に
交
流
協
会
の
事
業
計

画
書
を
前
も
っ
て
送
っ
て
い
た
の
で
、

話
し
合
い
も
ス
ム
ー
ス
に
で
き
ま
し
た
。

　
コ
モ
市
へ
の
留
学
で
は
、
「
機
械
、
電

気
、
調
理
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
美
容
師
、

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
、
大
工
、
テ
キ
ス
タ

イ
ル
、
旅
行
産
業
、
造
園
業
等
の
学
校

が
あ
る
の
で
、
交
換
留
学
生
が
で
き
た

ら
良
い
。
た
だ
し
、
期
間
は
二
年
、
入

学
試
験
な
し
、
九
月
入
学
、
最
低
限
の

語
学
力
は
必
要
、
十
日
町
の
人
は
姉
妹

都
市
な
の
で
優
先
し
て
受
け
入
れ
る
」

と
の
積
極
的
な
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て
は
、
若
者

の
家
庭
、
家
族
を
交
え
た
交
流
を
し
て

い
き
た
い
と
話
さ
れ
、
そ
し
て
、
コ
モ

市
の
市
報
（
年
三
回
・
四
万
部
発
行
）

に
十
日
町
の
事
を
の
せ
た
い
の
で
、
十

日
町
の
情
報
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼

ま
れ
ま
し
た
。

〔
商
工
会
議
所
を
訪
問
〕

九
日
の
朝
、
商
工
会
議
所
を
訪
れ
、

8
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『信濃川手づくり

　　　　　いかだコンテスト』

　　　　　8／9◎午後

◆ところ二十日町橋一一→妻有大橋

◆メニュー二手作り「いかだ」の奇抜さ、

　　　　ユニークさ、美的センスを競

　　　　います。

◆参加費：1，000円

　　◆申し込み：7月31日㈲まで。

　
大
好
き
十
臼
町
会
で
は
、
妻
有
の

里
の
財
産
を
自
ら
も
誇
り
、
そ
し
て

広
く
全
国
に
紹
介
す
る
た
め
、
8
周

9
臼
㈲
（
一
部
行
事
8
目
～
窪
0
目
）

罰
妻
有
大
橋
」
悶
辺
を
メ
ー
ン
会
場

に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
潔
大
好

き
夏
ま
つ
り
ガ
を
開
催
し
ま
す
。
ご

家
族
そ
る
っ
て
ぎ
参
加
く
だ
さ
い
。

解
綴

　　　・二響Pf，。

f　　　　　．　　　　ゆド　　　　ロロ　　　ほ　　　　　ちコ

　　　　ト
0
’
き
ボ
凱 華
・“　’σイ9！の　ボ9

　－r’、、

　　　㌧＼贈・　　　　噸

この地域を創り上げた

先人達をしのび、信濃

川に灯ろうを流します。

　　『信濃川大灯ろう流し』

　　　　　8／9◎夜

◆灯ろう一基：1，000円

◆申し込み二7月31日働まで。

　　『ファミリーキャンプ』

　　8／8㊤～10◎　2泊3目

◆集合二8日（土）14二〇〇にロッジ中峰

◆ところ二下条中央公園（ロッジ中峰に

　　　　宿泊）

◆メニュー二星の観察、昆虫採集ほか。

　　　　9日は信濃川のイベントに合流。

◆参加費二大人…20，000円

　　　　小人…18，000円
◆申し込み二7月31日働までる　　圏霞

　　　　　　　　　　　一参　　　1

全長399．2mの妻　　　　　　　議

有大橋にナイヤガ

ラ花火をかけます。

『妻有大橋ナイヤガラ花火』

　　　　8／9◎　夜8時点火

◆打ち上げ料二10，000円券、1，000円券

・○○祝、OO記念などにいかがですか。

・1人でも購入できます。

◆申し込み：7月31日㈹まで。

『魚のつかみ取り』8／9◎

　　　ペマ轡轍瓢

『雪遊び広場』8／9◎
　雪中宝さがしなどで、

　　　　　真夏の雪遊び！

　　『信濃川写真コンテスト』

◆応募対象　信濃川を題材に撮影した写真で

　あれば全て対象です。

◆応募規格　キャビネ版とし、ネガを添えて

　応募してください。

◆応募方法　8月20日休）までに作品の裏面に

題名、氏名、住所、電話番号を記入し、大

好き夏まつり実行委員会（市商工観光課智

57－3111内線234）へ。

　　『少年野球交流試合』

　8／8㊧～9目㊥／サンスボーツランド

市内4チームと市外4チームが熱戦！

『ステ鱒ジショー』8／9◎日中

特設ステージで歌謡ショー、生バンド、

子供太鼓

『妻有牛の丸焼き』8／9㊥昼

　　　ボリューム満点

会
議
所
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
コ
モ
か
ら

の
輸
出
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
輸
出
し

て
い
る
コ
モ
の
企
業
リ
ス
ト
（
二
六
五

社
）
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
交
渉
は
各

社
と
直
接
取
り
引
き
が
で
き
る
の
で
、

進
ん
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
ほ
し
い
ど

の
こ
と
で
し
た
。

〔
コ
マ
ス
カ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
訪
問
〕

　
コ
マ
ス
カ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
日
本
で

言
う
江
戸
っ
子
の
グ
ル
ー
プ
、
こ
こ
で

は
、
代
表
の
ボ
ル
ド
ー
リ
氏
の
話
を
伺

っ
た
り
、
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
り
、
コ
モ

地
方
の
料
理
を
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ボ
ル
ド
ー
リ
氏
は
二
十
周
年
に
は
、

十
日
町
と
同
じ
様
に
積
み
立
て
を
し
て

是
非
と
も
十
日
町
を
訪
れ
た
い
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
日
町
で
イ

タ
リ
ア
語
講
座
を
開
い
て
い
る
と
聞
き
、

コ
モ
で
も
日
本
語
を
学
び
、
直
接
日
本

語
で
お
話
し
し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

〔
若
者
グ
ル
ー
プ
C
G
2
と
懇
談
〕

　
C
G
2
は
、
他
の
国
か
ら
コ
モ
を
訪

問
し
た
際
、
そ
の
対
応
に
あ
た
る
グ
ル

ー
プ
で
平
均
年
齢
二
十
二
歳
、
メ
ン
バ

ー
は
十
人
、
非
常
に
明
る
く
、
楽
し
い

仲
間
で
し
た
。
彼
ら
は
、
十
日
町
に
あ

る
同
じ
様
な
グ
ル
ー
プ
と
文
通
を
し
て
、

十
日
町
の
若
者
、
文
化
、
歴
史
、
生
活

等
の
情
報
を
交
換
し
た
い
と
希
望
し
て

い
ま
す
の
で
、
当
協
会
に
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
訪
問
を
終
え
て
今
後
の
思
い
〕

　
今
回
、
私
た
ち
が
コ
モ
市
を
訪
問
し

て
一
番
感
じ
た
こ
と
は
、
い
つ
も
顔
を

合
わ
せ
、
話
を
し
て
い
る
よ
う
な
思
い

で
、
常
に
連
絡
を
取
り
合
い
、
文
通
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
市
民
一
人
ひ
と
り

の
交
流
が
、
両
市
の
友
好
を
将
来
に
わ

た
り
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
し
た
。

　　　聯醤幽　　㌧…・－1

　　コモ市役所を表敬訪間

6月7Eヨ16二〇〇コモ市到着
　　　　17：30出迎えの万と懇談
6月8日11二〇〇小学校・幼稚園訪問
　　　　15：00市役所表敬訪問
6月9日　9：30産業組合訪問
　　　　11二〇〇商工会議所訪問

　　　　12：30昼食（商工会議所の招黍

　　　　14二30観光促進公社訪問
　　　　16二〇〇テキスタイル工場見学
　　　　21：00・コマスカ・ファミリア訪1

6月10臼10：00CG2との懇談
　　　　16二〇〇コモ市出発

平成4年7月10日9とお∬夢3
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選挙区選挙・・・…個人に投票

比例代表選挙・・・…政党に投票

　
第
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

は
、
七
月
八
日
㈱
に
公
示
さ
れ
、
二
十

六
日
㈲
が
投
票
日
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
新
潟
県
選
出
議
員

選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
が
あ

り
、
二
回
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
の
順
序

　
初
め
に
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙
、
次

に
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
順
に
投

票
を
お
願
い
し
ま
す
。

選
挙
区
選
挙

　
候
補
者
（
新
潟
県
選
出
議
員
）
の
個

人
の
氏
名
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

票
用
紙
は
「
う
す
い
黄
色
」
で
す
。

比
例
代
表
選
挙

　
政
党
の
名
称
ま
た
は
略
称
を
記
載
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
紙
は
「
白
色
」

で
す
。

　
せ
っ
か
く
投
票
し
た
貴
重
な
一
票
も
、

候
補
者
の
個
人
名
を
記
載
す
る
と
無
効

に
な
り
ま
す
。

投
　
票
　
資
　
格

①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
”
七
月
二
十
六
日
現
在

で
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
す
。

　
②
平
成
四
年
四
月
七
日
以
前
か
ら
十

日
町
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
。
四

月
八
日
以
後
の
転
入
者
は
、
前
住
所
地

の
市
町
村
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
③
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

も
、
公
職
選
挙
法
第
十
一
条
に
定
め
る

欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、
投
票
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜
表
挙

　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
代
選

　
　
　
　
）
4
ノ
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
例
員

が
。

　
　
　
　
、
、
．
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
比
議

投
．
終
辮
鎌

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
旅
行
・
出
張
・
入
院
・
出

産
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
事
情
の
た
め

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
①
投
票
区
の
区
域
外
に
お
い

　
　
　
て
、
職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事

　
　
　
中
で
あ
る
こ
と
。

　
②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
た
め
、
市
外
に
旅
行
中
ま
た
は
滞
在

中
で
あ
る
こ
と
。

　
③
病
気
、
負
傷
、
出
産
の
前
後
な
ど

の
た
め
、
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

こ
と
。

　
④
単
身
赴
任
な
ど
の
た
め
、
市
外
に

居
住
中
で
あ
る
こ
と
。

　
な
ど
の
場
合
が
該
当
し
ま
す
。

　
　
　
　
公
示
の
日
か
ら
投
票
日
の
前

　
　
　
日
ま
で
の
毎
日
（
土
曜
・
日
曜

　
　
　
の
区
別
な
く
）
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
昼
休
み

時
間
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
旅
行
先
や
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
を

す
る
場
合
、
投
票
日
ま
で
に
名
簿
登
録

地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
、
そ
の
投
票

が
到
着
し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
、
郵
送
期
間
を
考
慮
し
て
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
保
健
セ
ン
タ
i
一
階
選
挙
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
務
室
に
印
鑑
と
入
場
券
（
届
い

　
　
　
て
い
る
場
合
）
を
持
参
し
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
院
・

入
所
中
の
人
は
、
施
設
長
に
申
し
出
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
病
院
や
施
設
で
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
投
票

　
両
下
肢
、
体
幹
、
内
臓
な
ど
に
重
度

の
障
害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、
自
宅

で
記
載
し
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
の
た
め
の
投
票

用
紙
の
請
求
は
、
七
月
二
十
一

で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

代
　
理
　
投

一
日
㈱
ま

票

　
身
体
の
故
障
や
文
盲
な
ど
の
た
め
投

票
用
紙
に
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
補
助
者
が
選
挙
人
の
指
示
す
る

候
補
者
の
氏
名
と
政
党
名
を
記
載
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。入

場
券
を
確
認

　
入
場
券
は
、
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て

今
月
中
旬
ま
で
に
配
布
し
ま
す
。
投
票

所
の
場
所
、
開
閉
時
刻
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
確
認
を
し
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
声
　
　
　
明

　
近
く
第
十
六
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る

中
で
、
二
院
制
の
も
と
、
良
識
の
府
と
呼
ば
れ
る
参
議
院
を
構
成
す
る
国

民
の
代
表
を
選
ぶ
極
め
て
重
要
な
選
挙
で
あ
り
ま
す
。

　
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
有
権
者
が
投
票
に

参
加
し
、
選
挙
が
明
る
く
き
れ
い
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
が
、
近
年
の
選
挙
に
お
い
て
、
総
じ
て
投
票
率
の
低
下
傾
向
が
見
ら
れ

る
こ
と
に
加
え
、
依
然
と
し
て
選
挙
違
反
が
絶
え
な
い
こ
と
は
、
誠
に
憂

慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
た
び
の
通
常
選
挙
に
あ
た
り
、
市
民
一
人
一
人
の

主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
市
内
に
お
い
て
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
次
の
こ
と
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

一
、
有
権
者
に
対
し
、
国
政
に
お
け
る
参
議
院
の
役
割
に
つ
い
て
認
識
を

　
深
め
、
比
例
代
表
選
挙
、
選
挙
区
選
挙
と
も
政
党
や
候
補
者
の
政
策
、

　
識
見
等
を
見
極
め
て
、
自
覚
あ
る
投
票
を
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
こ
と
。

二
、
有
権
者
に
対
し
、
投
票
総
参
加
と
買
収
・
供
応
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
な
、

　
い
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
投
票
を
呼
び
か
け
る
こ
と
。

三
、
政
党
や
候
補
者
等
に
対
し
、
選
挙
の
正
し
い
ル
ー
ル
を
守
り
、
明
る

　
く
き
れ
い
な
選
挙
を
行
う
よ
う
呼
び
か
け
る
こ
と
。

　
平
成
四
年
六
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

饗灘難欝灘簿懸灘選欝欝i灘灘難奪難灘購霧霧麟難溝難難翻

隅懸灘．繍難．／灘灘欝露霧雛繋灘，織繋

選撃i鐵霧鍵嚢蘇搦繰灘難灘繋灘慧懲罐鐵縷灘難麟．蒙
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暮らしを守る

　平成3年度水道事業下半期の業務状況と平成4年度の予

算をお知らせします。

圃平成4年度予算

◆業務予定量

1．給水戸数……・・…………・・……………・・9，028斥

2．年間総給水量…・…・…………・…………3，200，000m3

3．一日平均給水量・…………・……・………………8，767m3

4．主要なる建設改良事業　施設改良費………150，700千円

単位二千円◆収益的収入および支出

収 入 支 出

1．水道事業収益 744，130 1．水道事業費用 759，870

1）営業収益 727，130 1）営業費用 533，850

2）営業外収益 16，950 2）営業外費用 224，970

3）特別利益 50 3）特別損失 50

4）予　備　費 1，000

単位：千円◆資本的収入および支出

収　　　　　入 支　　　　　出

1．資本的収入
　1）企　業　債

　2）負　担　金

82，380

81，000

1，380

1．資本的支出

1）建設改良費

2）企業債償還金

245，850

156，780

89，070

　国民年金保険料で
国辟金積立金還元噸事業　施設整備
　　　　　　　　単位二万円

　
皆
さ
ん
が
加
入
し
、
保
険
料
を

か
け
て
い
る
国
民
年
金
の
積
立
金

が
市
に
還
元
融
資
さ
れ
、
生
活
環

境
の
整
備
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
三
年
度
で
は
、
国
民
年
金

還
元
融
資
を
受
け
、
市
民
の
生
活

に
最
も
大
切
な
簡
易
水
道
の
整
備

や
拡
張
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
事
業
の
総
額
は
約
一
億
六
千
万

円
で
、
そ
の
う
ち
約
八
千
八
百
万

円
の
融
資
を
受
け
ま
し
た
。

事
　
　
業
　
　
名

施
工
地

事
業
に
要
し
た
額

融
資
を
受
け
た
額

北
原
地
区
簡
易
水
道
配
水
管
整
備

北
　
　
原

　
、

コ
⊥
　
　
　
4
4
久
U

　
、

－
　
　
「
⊥
5
0

池
沢
地
区
簡
易
水
道
拡
張
事
業

池
　
　
沢

　
、

ワ
イ
　
　
4
4
ワ
‘

　
、
4
　
　
0
ワ
‘
0

水
沢
中
央
地
区
簡
易
水
道
配
水
管
整
備

幸
町
・
伊
達

ワ
’
Q
J
9

5
ワ
イ
0

鐙
島
地
区
簡
易
水
道
配
水
管
整
備

北
鐙
坂

　
、
4
　
　
　
貞
U
A
U
O

　
、

「
⊥
　
　
Ω
U
O
O

姿
安
養
寺
地
区
簡
易
水
道
配
水
池
増
設

安
養
寺

　
、
1
⊥
　
　
　
4
「
⊥
0

　
、
1
　
　
0
乙
5
n
U

計

　
　
、

コ
⊥
【
」
　
6
4
0
乙

　
、
8
　
　
Ω
U
4
0

囹平成3年度下半期の業務状況

（平成3年10月1日～平成4年3月31日）◆損益計算書
支　　　　　出 収　　　　　入

科　　目 金額（万円） 科　　目 金額（万円）

営業費用
営業外費用

特別損失
　　計

下半期損失

2億4，871

1億1，462

　　　2

3億6，335

　△809

営業収益
営業外収益

　　計

3億4，576

　　950

3億5，526

下半期合計 3億5，526 下半期合計 3億5，526

当年度合計 6億7，848 当年度合計 6億9，023

当年度利益 1，175

総　合　計 6億9，023 総　合　計 6億9，023

（平成4年3月31日現在）◆貸借対照表
資　　　　産 負債及び資本

科　　　　目 金額（万円） 科　　　　目 金額（万円〉

固定資産
流動資産
繰延資産

35億4，824

2億2，823

　　846

固定負債
流動負債
資　本　金

剰　余　金

　1，227

　3，212

36億0，094

1億3，960

合　　　計 37億8，493 合　　　　計 37億8，493

◆給水業務量の状況（平成3年10月1日～平成4年3月31日）

区　　分 3年度
下半期

2年度
下半期

比　　較

増　減 比率％

給水栓数（戸） ．8，977 8，887 90 101．0

配
水
量

総　　量（m・）

一日最大（m3）

一日平均（m3）

1，890，174

　13，559

　10，357

1，932，049

　13，553

　10，586

△41，875

　　　6

　△229

97．8

100．0

97．8

園にケヤキを贈呈
目町ロータリークラブ

公
＋

総合

　
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
滝

沢
信
一
会
長
）
は
、
十
日
町
市
総

合
公
園
に
ケ
ヤ
キ
の
木
（
高
さ
約

六
材
）
三
本
を
植
樹
し
、
そ
の
目

録
贈
呈
式
が
六
月
二
十
六
日
働
に

商
工
会
議
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
ク
ラ
ブ
は
、
昨
年
創
立
三
十

五
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き

贈
呈
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、

四
本
の
ケ
ヤ
キ
が
野
球
場
入
口
前

に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
例
会
の
あ

と
会
員
約
五
十
名
は
総
合
公
園
に

植
え
ら
れ
た
ケ
ヤ
キ
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
総
合
公
園
は
ナ
イ
タ
ー
付
野
球

場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
完
成
。
今

年
は
駐
車
場
の
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
緑
豊
か
な
市
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
し
て
も
ら
え
れ
ば
、

と
の
ク
ラ
ブ
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

平成4年7月10日77とおガ夢お



　
　
　
　
　
　
　
　
臨
時
保
母
も
募
集
中

　
本
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
育
児
休

業
制
度
の
普
及
や
、
女
性
の
社
会
進
出

な
ど
に
伴
い
、
年
度
途
中
で
の
保
育
所

へ
の
入
所
児
童
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
対
応
す
る
た
め
、
臨
時
に
保
母
を

増
員
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

時
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
常
設

認
可
保
育
所
や
へ
き
地
保
育
所
な
ど
、

二
十
五
の
保
育
所
に
百
二
十
人
余
の
保

母
が
働
い
て
お
り
、
産
前
産
後
の
休
暇

や
育
児
休
暇
・
病
休
な
ど
の
代
替
者
と

し
て
、
働
い
て
い
た
だ
き
た
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
時
の
た
め
に
保

母
の
登
録
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
保
母
の
資
格
を
生
か
し
て
働
き
た
い

方
、
育
児
に
手
が
か
か
ら
な
く
な
り
、

間
も
な
く
働
き
に
出
ら
れ
る
方
な
ど
、

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）
を
添
え
て
、

市
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
〈
臨
時
保
母
募
集
〉

　
な
お
、
八
月
中
旬
か
ら
平
成
五
年
三

月
ま
で
、
勤
務
し
て
い
た
だ
く
臨
時
保

母
を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
合
わ
せ

て
福
祉
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
社
会
福
祉
事
務
所

　
福
祉
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
悩
）

　
へ
。

市
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

、
、
堀
讐
、

欝
　，

認

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
懸
難
灘
叢

》
推
せ
ん
に
輝
い
た
桜
井
庸
也
さ
ん
の

　
「
き
も
の
ウ
キ
ウ
キ
」

覇

　
十
日
町
市
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に

二
百
九
十
点
の
応
募
が
あ
り
、
六
月
十

一
日
㈲
弓
納
持
福
夫
先
生
（
日
本
写
真

家
協
会
会
員
）
に
よ
る
審
査
会
が
行
わ

れ
、
三
十
八
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
七
月
二
十
日
か
ら
三
十
一

日
ま
で
ク
ロ
ス
ー
〇
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

▼
推
薦
（
一
点
）
桜
井
庸
也
（
小
出
町
）

▼
特
選
（
二
点
）
永
野
太
多
志
（
大
阪

　
府
）
篠
田
貞
夫
（
長
岡
市
）

雛難、難

灘i灘麟繋叢懇縷馨

灘　鞭
繊雛懸糊慧鐵饗

第7回中学生の市史づくり
　　　　参加作品募集

鱒襯撚織翻簿…

懸摘壌難難欝撚嬢鑛総

　鱒犠鑛繭纏嚢霧鐵灘欝

■
テ
ー
マ
　
次
の
中
か
ら
一
つ
を
選
ん

　
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。
内
容
が
テ
ー

　
マ
に
合
う
な
ら
、
題
名
の
つ
け
方
は

自
由
で
す
。

①
我
が
家
の
歴
史
②
わ
た
し
た
ち
の

町
内
（
地
域
）
の
歴
史
③
父
母
・
祖

父
母
た
ち
の
子
ど
も
時
代
（
衣
・
食
・

住
・
仕
事
・
学
校
・
遊
び
な
ど
、
昔

　
の
生
活
の
様
子
）
④
地
域
の
自
然
環

境
や
社
会
環
境
な
ど
（
昔
と
今
で
は

ま
わ
り
の
様
子
が
ど
う
変
わ
っ
た
か
）

■
書
き
方
　
父
母
や
祖
父
母
、
あ
る
い

　
は
親
戚
や
近
所
の
人
達
か
ら
昔
の
こ

と
を
聞
い
て
、
で
き
る
だ
け
く
わ
し

く
書
き
、
昔
の
こ
と
を
調
べ
て
自
分

　
が
ど
う
思
っ
た
か
も
書
い
て
く
だ
さ

　
い
。
写
真
・
図
表
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど

も
使
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
字
　
数
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
使

　
い
、
縦
書
き
に
し
、
字
数
は
自
由
で
す
。

目
締
め
切
り
　
9
月
7
日
㈲
ま
で
に
、

担
任
の
先
生
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
表
　
彰
　
入
選
者
に
記
念
品
、
入
賞

者
に
は
賞
状
と
賞
品
を
贈
り
ま
す
。

グ
ッ
バ
イ
十
日
町

　
市
内
の
中
学
校
で
昨
年
九
月
か
ら
、
英
会
話
を

教
え
て
い
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ム
ラ
リ
ア
さ
ん
が
、

七
月
十
五
日
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
帰
国
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ジ
ョ
セ
フ
さ
ん
は
、
滞
在
中
、

多
く
の
市
民
と
触
れ
合
っ
て
き
ま
し
た
。
帰
国

に
あ
た
り
、
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ム
ラ
リ
ア

　
（
中
学
校
英
語
指
導
助
手
）

十
日
町
市
民
の
皆
様
へ

　
日
本
で
の
日
々
が
終
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
十
日
町
で
過
ご
し
た
こ
の
一
年
を
な
つ
か
し

く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。
新
幹
線
で
浦
佐
駅
に
降
り
た
ち
、
新
潟
で
の
家
と
な
る
十
日
町
に

や
っ
て
き
た
日
が
昨
日
の
事
の
よ
う
で
す
。
緑
の
木
々
と
新
鮮
な
空
気
が
と
て
も
印
象
的
で
、

東
京
で
受
け
た
日
本
の
印
象
と
は
ま
た
違
っ
た
も
の
で
し
た
。
六
日
町
か
ら
十
日
町
へ
の
道

す
が
ら
、
「
こ
れ
か
ら
一
年
、
こ
こ
が
自
分
の
家
に
な
る
の
か
」
と
い
う
気
持
ち
で
山
を
越
え

て
き
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
こ
の
思
い
が
如
何
に
真
実
と
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ
の
時

は
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
み
な
さ
ん
、
今
や
十
日
町
は
、
本
当
に
私
の
家
と
な
り
ま

し
た
。
一
時
は
と
て
も
な
じ
め
そ
う
に
な
い
と
思
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
年
間
こ

こ
で
買
物
を
し
、
食
べ
、
遊
び
、
学
び
、
眠
り
、
そ
し
て
泣
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
そ
う
、

私
は
十
日
町
で
”
暮
ら
し
た
”
の
で
す
。

　
日
本
と
、
私
の
祖
国
ア
メ
リ
カ
で
は
、
生
活
様
式
が
か
な
り
違
い
ま
す
。
と
て
も
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

い
け
そ
う
に
な
い
と
思
っ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
1
0
％
日
本
社
会
の
一
員
で

は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
国
に
住
ん
で
働
く
こ
と
に
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
。
握
手
が
お
じ
ぎ

に
変
わ
り
、
「
↓
げ
き
犀
巻
戸
」
が
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
に
な
り
、
「
国
図
象
器
ヨ
ρ
」
と

言
う
か
わ
り
に
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
は
玄
関
で
無
意
識
の
う
ち

に
靴
を
脱
ぐ
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
三
月
に
兄
の
結
婚
式
で
ア
メ
リ
カ

に
一
時
帰
国
し
た
際
、
は
っ
き
り
現
れ
ま
し
た
。
来
て
く
れ
た
お
客
に
、
お
じ
ぎ
を
し
な
が

ら
「
は
じ
め
ま
し
て
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
日
本

に
い
る
時
の
様
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

　
ふ
る
さ
と
の
家
族
に
会
う
喜
び
は
何
物
に
も
替
え
難
く
、
そ
れ
だ
け
に
別
れ
の
つ
ら
さ
は

堪
え
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
十
日
町
も
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
私
の
出
会
っ
た
十
日
町
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
皆
さ
ん
も
知
ら
な
い
う
ち
に
私
を
変
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
七
月

に
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
た
ら
、
う
っ
か
り
人
に
お
じ
ぎ
を
す
る
た
び
に
十
日
町
を
思
い
出
す

で
し
ょ
う
。
買
物
を
し
て
、
ふ
と
「
ど
う
も
あ
り
が
と
う
」
と
言
う
た
び
に
十
日
町
を
思
い

出
す
で
し
ょ
う
。
家
の
入
り
口
で
靴
を
脱
ご
う
と
す
る
た
び
に
十
日
町
を
思
い
出
す
で
し
ょ

う
。
ふ
る
さ
と
に
別
れ
を
告
げ
る
の
が
こ
ん
な
に
も
つ
ら
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
今
あ
ら

た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
一
年
は
、
私
の
人
生
の
す
ば
ら
し
い
一
ぺ
ー
ジ
で
あ
り
、
十
日
町
の
皆
さ
ん
の
一
人

ひ
と
り
が
生
徒
で
も
、
先
生
で
も
、
店
員
さ
ん
で
も
、
道
で
す
れ
ち
が
っ
た
だ
け
の
人
で
も
、

み
ん
な
私
の
思
い
出
の
一
部
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
に
お
礼
を
言
い
た
い
で
す
。
私
が
皆
さ
ん

か
ら
学
ん
だ
よ
う
に
、
私
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
た
な
ら
幸
い
で
す
。

　
　
さ
よ
う
な
ら
。
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こんな計算で

　　保険料が決まります

◆夫婦・子供1人・・………………・…3人家族

◆給与収入……………・・…・…………350万円

◆固定資産税（土地・家屋）…………5万円

①所得割

／35・万円一（鞭1諮円＋難・円

　　　撚禺除）｝×3．66％一72，285円

②資産割　　5万円×57．8％＝28，900円

③被保険者均等割

　　　　　　21，100円×3人＝63，300円

④世帯別平等割　　　　　　　　22，700円

※合計①＋②＋③＋④ニ187，100円

　　　　　　　　　（100円未満切り捨て）

闇問い合わせ　保健衛生課国保係

　（費57－3111内線140・141）へ。

…
舞
国
民
健
康
保
険
の

羅
　
　
　
保
険
料
率
が

　
平
成
四
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
率

が
、
下
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
　
　
度
％
％

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
3
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
年
度
の
保
険
料
は
、
前
年
度
同
額
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
5

の
一
人
当
た
り
平
均
で
六
二
、
9
三
　

表
・
．

円
に
す
る
こ
と
が
、
一
二
月
の
定
例
市
議
率
鑑
、
鍵
、
．
灘

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難
　
．
難
灘
．
』
欝

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
料
p
籔
…
、
難

　
下
表
の
料
率
は
一
人
当
た
り
六
二
、
　
　
　
　
灘
，
灘
…
灘

〇
二
二
円
に
な
る
よ
う
に
、
条
例
の
規
険

定
に
基
づ
き
算
定
し
た
も
の
で
す
．
保
割
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分

〈
保
険
料
は
納
期
ま
で
に
〉
　
　
　
　
　
　
　
得
　
産

各
世
帯
に
は
一
年
分
の
保
険
料
の
額
　
区
所
資

を
七
月
半
ば
こ
ろ
、
納
付
通
知
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
そ
の
額
を
七
月
か
ら
　
　
　
皆
さ
ん
の
健
康
を
守

翌
年
の
二
月
ま
で
、
八
回
に
分
け
て
納
　
　
保
を
運
営
す
る
た
め
、

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ょ
う
。

　
り
　
む
　

の

3
コ
す

0
3
で

り
乙
　

0
乙

　
　
額

・
嚢
霧
瑞

唱
囁
均

害
害
平

等
等
り

渤
呼
た

険
男
当

保
帯
人

被
世
一

　
　
※

り
、
健
全
な
国

納
期
限
を
守
り

区　　分 懸難叢撫 3年度
所　　得　　割 髪欝麟蟷 4．8％

資　　産　　割 『麟鱗『『P 52．3％

被保険者均等割 20，900円

世帯別平等割 i
…i 23，400円

決
定

踊りをバックに披露する上村さん

し
ま
す
（
敬
称
略
）

（
十
日
町
市
）
▼
準

江
（
川
西
町
）
▼
準

ま
み
（
東
京
都
）

．
、
難
．
総

灘
難

　
　
巴
灘

聯
難
繊

　
十
日
町
小
唄
の
日
L

十
一
回
十
日
町
小
唄
h

が
、
七
月
五
日
㈲
ク
ロ

上
村
春
子
さ
ん
が
第
・

ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
・

　
今
回
の
大
会
に
は
、

十
四
人
が
参
加
、
午
工

通
過
し
た
三
十
一
人
n

客
が
見
守
る
中
、
自
m

し
ま
し
た
。

　
上
位
三
人
を
紹
介
b

▼
優
勝
…
上
村
春
子
一

優
勝
一
席
…
酒
井
清
｝

優
勝
二
席
…
橋
本
た
、

本
一
を
決
め
る
第

日
本
」
優
勝
大
会

一
ス
ー
0
で
開
か
れ
、

十
一
代
の
チ
ャ
ン

た
。、

県
内
外
か
ら
九

前
中
の
予
選
会
を

は
、
六
百
人
の
観

慢
の
の
ど
を
披
露

第11代チャンピオンに

　　上村春子さん
　　（伊達2・61歳）

　　　　　GOODBYE十日町
To　the　Citizens　of十日町市

From　Joseph　LaMuraglia，AET

As　my　time　in　Japan　comes　to　an　end，I　have　been

reflecting　on　the　past　year　spent　in十日町．It　seems　like

yesterday　that　I　stepped　off　the　shinkansen　in　Urasa　into

my　new　home　of　Niigata　ken．I　remember　my　surprise　at

all　the　trees　and　fresh　air．It　was　quite　different　from　my

first　impression　of　Japan　that　I　formulated　in　Tokyo．As

Iwasdrivenoverthemountainbetween六日町and十日
町，I　thought　to　myself，更受this　willbe　myhome　for　the　next

・year”．LittledidIknowhowrightIwas．Yousee，十日町
really　has　been　my　home．There　were　times　that　I　never

thought　I　would　say　that，but　for　the　past　year　I　have

shopped　here，eaten　here，played　here，studied　here，slept

here　and　even　cried　here．I　have　LIVED　here．

Japanese　life　and　life　in　my　home　country　of　the　USA　is

very　different．I　never　thought　I　would　adjust．Although　I

havenヲt　become100％part　of　Japanese　society，I　have
changed　enough　to　feel　comfortable　living　and　working　in

this　country．My　handshake　has　become　a　bow，my
《史thank　you”has　become史史domo　arigato”，insted　of

《史excuse　me”I　saジsumimasen”，and　I　even　automatically

take　off　my　shoes　when　entering　a　home．All　of　these

changes　in　my　character　became　evident　when　I　ventured

home　for　mybrothefswedding　in　March．I　wasb6wingto

the　guests　and　saying更更hajimemashite”when　I　was
introduced　to　someone．I　was　acting　as　if　I　was　in　Japan

without　even　thinking　about　it！

My　excitement　to　retum　to　my　family　and　friends　is　only

surpassed　by　the　dread　of　saying　good　bye．Tokamachi

has　been　my　home．Everyone　that　I　have　encountered　has

changed　me　in　a　way　that　they　will　never　know．When　I

retum　tomy　comtry　in　July　and　find　myself　bowing　to

people，I　will　remember十日町．When　I　accident訓y　say

史璽arigato　gozaimasu”to　an　American　store　clerk，I　will

remember十日町．When　I　remove　my　shoesbefore　enter－

ing　my　home，I　will　remember十日町．Saying　good　bye
will　be　more　difficult　than　I　ever　imagined．

This　year　has　been　an　incredible　part　of　my　life　and

everyonein十日町willbeapartofmymemorywhether
you　were　a　student，teacher，store　clerk，or　just　someone

I　passed　on　the　street．I　want　to　say　thank　you．I　hope　that

I　have　taught　you　as　much　as　you　have　taught　me．

さよおなら　魎磁“鰍躯
　　　　　　　　　Joseph　LaMuraglia，AET
　　　　　　　　　ジョセフラムラリア

ブ3と6∬夢二　平成4年7月10日
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∩
〆
軸
つ

　十高女子団体組手で
　　　　　　　2度目の優勝
～北信越高校総合体育大会空手道競技で～

平和と友情の輪を深めたインド舞踊団

ママタ・シャンカール舞踊団

　　　　　十日町公演
～インド舞踊に約500人が魅了～

　
北
信
越
高
校
総
合
体
育
大
会
の
空
手
道
競
技

会
が
六
月
二
十
日
d
b
・
二
十
一
日
㈲
の
両
日
、

加
茂
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
十
日
町
高
校
の

女
子
が
団
体
組
手
で
二
年
ぶ
り
二
度
目
の
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
い
ず
れ
も
三
年
生

で
、
庭
野
恵
美
子
さ
ん
、
更
科
奈
美
子
さ
ん
、

黒
島
美
雪
さ
ん
、
佐
藤
佳
代
子
さ
ん
、
市
村
歩
さ

ん
の
五
人
（
写
真
左
か
ら
）
。
決
勝
で
は
見
事
な

気
力
と
気
迫
で
石
川
の
羽
咋
高
校
に
四
対
一
で

圧
勝
。
三
年
間
の
苦
し
い
練
習
に
耐
え
て
の
優

勝
に
「
と
て
も
う
れ
し
い
」
と
ひ
と
言
素
直
に

喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
八
月
三
日
か
ら

の
宮
崎
県
串
間
市
で
開
催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
で
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

〃し

　
世
界
的
に
広
く
名
の
知
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド

の
「
マ
マ
タ
・
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
舞
踊
団
」
の
十

日
町
公
演
が
、
六
月
十
八
日
㈲
午
後
六
時
三
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

分
か
ら
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
公
演
は
、
今
年
日
本
・
イ
ン
ド
国
交
樹

立
四
十
周
年
記
念
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
日
本

各
地
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

十
日
町
公
演
に
は
、
約
五
百
人
の
観
客
に
ま
じ

っ
て
長
岡
科
学
技
術
大
学
・
浦
佐
の
国
際
大
学

に
イ
ン
ド
か
ら
留
学
し
て
い
る
人
達
も
激
励
に

駆
け
つ
け
て
い
ま
し
た
。

　
公
演
は
、
イ
ン
ド
各
地
の
民
族
舞
踊
と
創
作

現
代
舞
踊
が
披
露
さ
れ
、
普
段
あ
ま
り
触
れ
る

機
会
の
少
な
い
イ
ン
ド
の
文
化
・
芸
術
に
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　　　　　　・一聯欝

堂々の優勝を飾った5人のメンバー

わ糞

b

一
一

一
一
一

一　　●　　o

▼

小山麻子さん
　　（6年）

老
人
会
と
の
交
流

　
　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
地
域
の

　
老
人
会
の
人
と
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

　
し
て
い
ま
す
。
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま

　
で
全
部
で
三
十
人
以
上
の
人
が
参
加
し

灘
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
ゲ
ー

　
ト
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
と
ゲ
ー
ム
の
や
り

　
方
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　
六
月
十
三
日
に
、
第
一
回
め
が
あ
り

　
ま
し
た
。
わ
た
し
が
第
一
ゲ
ー
ト
を
通

　
過
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
時
、
老
人
会
の

笏　
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
が
指
導
し

　
　
　
ロ

　
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
通

馨
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
み

黙
ん
な
も
き
っ
と
う
ま
く
な
っ
た
と
思
い

き
ま
す
。
わ
た
し
は
、
去
年
や
っ
た
時
か

　
　
　
こ
の
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
が
大
好

　　　　　　　膜　　　　　難　　　羅　　翻鐙

　　こうしょう

〔神林赫備人〕

き
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
通
し
て
、
老
人
会
の
人
と
も
っ
と
も

っ
と
仲
良
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
頭
．
　
、
霧
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

小山隆弘くん
　　（6年）

リ
サ
イ
ク
ル
運
動

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
児
童
会

74



出

慰安旅行は一年の総決算、疲れをいやし、明日へのエネルギーを養います。

生みの親松田氏を囲んで読者と会員の体験発表

創刊5周年を記念し
　　　　「ゆずり葉のつどい」
～老後の生き方がテーマ、ボランティアミニコミ紙～

篇

老
後
の
生
き
方
や
お
年
寄
り
の
体
験
談
な
ど
　
　
で
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
や
っ
て
い
ま
す
。

を
取
り
上
げ
た
ミ
ニ
コ
ミ
紙
「
ゆ
ず
り
葉
」
の
　
　
　
集
め
て
い
る
物
は
、
空
き
缶
、
プ
ル

創
刊
五
周
年
を
祝
う
つ
ど
い
が
、
七
月
五
日
㈲
　
　
ト
ッ
プ
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
、
ベ
ル
マ

市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
会
口
貝
や
読
者
な
ど
一
二
百
人
灘
i
ク
、
記
念
切
手
で
す
。

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
懸
　
み
ん
な
が
た
く
さ
ん
持
っ
て
来
て
く

は
．
雛
巌
馨
鴛
藤
塁
瓢
馨
㍑

歩
頑
張
－
た
い
」
と
決
意
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
響
プ
は
も
－
窒
万
個
に
　
寄

鰐
欝
難
灘
嚢
饗
切
鶏
柔
鴛
記

体
験
発
表
や
思
い
出
の
歌
の
合
唱
、
抽
選
会
が
灘
　
空
き
缶
は
再
利
用
さ
れ
、
プ
ル
ト
ッ

行
わ
れ
ま
し
た
．
い
つ
ま
で
も
み
ず
み
ず
し
漁
プ
は
車
イ
ス
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
は
苗

を
保
つ
「
ゆ
ず
り
葉
」
に
あ
や
か
っ
た
こ
の
、
、
、
灘
木
、
ベ
ル
マ
ー
ク
は
い
ろ
い
ろ
な
賞
品
、

ニ
コ
ミ
紙
は
、
年
々
愛
読
者
が
増
え
、
現
在
一
、
灘
記
念
切
手
は
、
貧
し
い
国
の
人
の
注
射

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

五
〇
〇
部
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

翻
灘
難
雛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
－
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
璽
な

　
　
　
　
　
　
　
　
淵
．
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

こ
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
は
便
利
で
、

貧
し
い
人
や
病
気
の
人
な
ど
に
も
役
に

立
ち
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
学
校
で
も
始

　　　　　　伊達青年団
　　　　　　　　（団長村山友康）

　　伊達青年団は、市内の青年団が後継者不足などで次々
墜
．
1．　に解散していく中、同様に20数年前に一度解散を経験し

護『』　ました。しかし、水沢地区の他の青年団が、地区民体育
な

蓬
・
．．祭やお盆に活躍している姿を見聞きしているうちに、青
　　　　　　　　　　　曜．　年団が無いのをさみしく思い地域の支援を得て、「青年団

麟　をもう一度作ろう」という気運が盛り上がって4年前に

藤再スタート奮切りました・

騰』　現在、団貝は女性4人、男性14人の18人です。できる
懸
麟　だけおおぜいの若者から入団してもらおうと、年齢制限

騰　を男女とも28歳としました。団員から集める団費と村か

欝、らの補助で運営しています。主な事業は、地域への奉仕
　　

霧、活動です。5月から10月にかけての第一日曜日には早朝

欝　から一斉消毒を行っています。消毒の機械が重く、引っぱ
お

繋　ったり押したりするのも力がいり、きついと思うことも
懸　ありますが「青年団、頑張っているね」と声をかけられ

薬ると疲れも忘ね青年団に入っていてよかったなあと思

・　います。作業後みんなで食べる食事も最高です。
ぴ

，　　青年団活動を通して、地域への奉仕活動と他の青年団
欝．の若い人達との交流ができます。青年団卒業後も長くつ

蒙、霧き合える友達がおおぜいでき、若い人達の交流の輪がも

　　っと広がればいいなあと思っています。

藝護、、翠嚢叢撫　　　　　．　　篭しんでいるサークル、　》

露㌧、励ましは疲れを忘れます卍選（費57－3111内線214）｝

　　　　　　　　　　　　　　論叩叩響響叩叩叩寧寧叩調
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」

　
　
　
（
㈱
論
籍
．
a
歳
）

上
　
村
直
美
さ
ん
國親が建設会社に勤めていて・そをな父親の姿

　　　を見ていたら、わたしも何か形に残る物を作

　る手伝いをしてみたいと思っていました。高校の

　先生の勧めもあり入社して3年目。サービス課で

　冷房機や地下タンクなどのメンテナンスに関係す

．る事務をしています。職場は、和気あいあいとし
ゆ

きた雰囲気で、父親や兄のような頼りがいのある人
き

きに囲まれています。
き

1圏演奏の迫力が誓翫コンサートによく行き

き　　ます。城ヶ丘に出来る公園で、有名なアーチ

iストが出演するコンサートが開かれるのを心待ち

きにしています。
き

i團震朝霧轡蕪蒲諮瞥箒誹極
き

き用する水は下水処理水。水資源を節約できるし、
1下水道普及のアピールになるのではないかなあと

1思っているんですよ。

雛
簿
灘

明
且
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

小
林
淳
　
一
さ
ん

　
　
　
（
ミ
ヤ
モ
橋
端
搬
）

．羅

圃校を卒業して2年間は東京で車のエンジン整

　　備をしていました。東京の暑苦しい雰囲気が

嫌いでUターンして2年目。車のクラクション用

基盤に電子部品を据え付ける機械のオペレーター

をしています。職場の雰囲気は、何でも自由に言

えるし、明るい人がおおぜいいるので、これから

も頑張っていきたいと思います。

團　　慢の愛車でラップミュージックを聴きながら、

　　ドライブするのが好きで、この夏は海岸沿い

を走ってみたいですね。海へ一時間足らずで行け

るのも十日町の魅力の一つです。

圏日興・ディスコやミュージックパブのよう

　　な、ディスコ音楽が流れ、踊ることの出来る

所が無いのでさみしい気がします。しかし、方言

であいさつを交わすことが出来、気さくで親しみ

やすい人が住んでいる十日町にUターンして、良

かったと思います。

窮
四

岬
榔

0西
　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
動
物
園
や

西
郷
さ
ん
の
銅
像
、
そ
し
て
東
京
の
北

の
玄
関
口
と
し
て
新
潟
や
東
北
地
方
の

多
く
の
人
々
が
、
上
野
駅
か
ら
東
京
の

生
活
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
東
京
都

台
東
区
上
野
で
す
。

　
幼
稚
園
ま
で
こ
こ
で
育
ち
、
そ
の
後

浅
草
に
移
り
中
学
生
時
代
ま
で
過
ご
し

ま
し
た
。
で
す
か
ら
根
っ
か
ら
の
江
戸

　
　
し
た
ま
ち

っ
子
下
町
育
ち
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
で
の
子
供
の
こ
ろ
は
、
友

達
と
ベ
イ
ゴ
マ
や
メ
ン
コ
に
熱
中
し
暗

く
な
る
ま
で
外
で
よ
く
遊
び
ま
し
た
。

ま
た
浅
草
の
仲
見
世
な
ど
の
に
ぎ
わ
い

や
、
人
情
豊
か
な
下
町
情
緒
は
今
で
も

心
に
残
る
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　
大
学
の
先
輩
の
勧
め
も
あ
っ
て
呉
服

問
屋
に
就
職
。
社
内
結
婚
し
た
妻
の
ふ

る
さ
と
十
日
町
に
は
、
二
年
前
か
ら
住

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
も
と
も
と

自
然
に
恵
ま
れ
、
人
情
豊
か
な
土
地
で

暮
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
の
で
、

第
二
の
故
郷
と
し
て
十
日
町
は
と
て
も

9
　
（
「

木村雅和さん
（四日町新田2・40歳）

東京都台東区上野

い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
、
新
座
の
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
に

所
属
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
地
域
の
人
達
と
一
緒
に
い
い
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
特
に
隣
近
所
や
い

ろ
ん
な
人
と
お
付
き
合
い
を
し
て
い
ま

す
が
、
十
日
町
に
は
、
わ
た
し
の
育
っ

た
江
戸
っ
子
下
町
と
越
後
っ
子
十
日
町

の
気
質
に
共
通
点
が
感
じ
ら
れ
、
と
て

も
親
し
み
が
持
て
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
十
日
町
は
、
リ
ゾ
！
ト

を
は
じ
め
交
通
網
の
整
備
が
図
ら
れ
る

中
で
、
基
幹
産
業
の
織
物
に
も
も
っ
と

力
を
い
れ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
4
．
禦
遼
■

矯多県フ
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［
【
｛
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D
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鞭
蹴

　
粥

●
●

64

〈材料〉（4～5人分）

山たけのこ…3009、ちくわ…

2本、にんじん…508、ニラ

…509、砂糖・酒…各大さじ
1、みそ・みりん・サラダ油
…各大さじ2

ん
）

さ
歳
0

　
　
　
　

子
叫
7

　
　
　
　

ち
3
一

み
田
7

橋
醤

高
（

ひ
と
味
違
う
一
品
で
す

　
と
に
か
く
短
時
間
で
出
来
る
の
で
と

て
も
便
利
な
ん
で
す
よ
。
た
け
の
こ
と

み
そ
が
意
外
と
合
っ
て
、
お
酒
の
つ
ま

み
や
お
か
ず
と
し
て
も
喜
ば
れ
る
ん
で

す
。
コ
リ
コ
リ
し
た
歯
ざ
わ
り
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
色
ど
り
に
ニ
ラ
と
に

ん
じ
ん
を
使
い
ま
し
た
が
、
有
り
合
わ

せ
の
材
料
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
わ
が
家

お
勧
め
の
一
品
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
た
け
の
こ
は
皮
を
む
い

て
ざ
っ
と
洗
い
、
三
～
四
弛
．
の
長
さ
に

切
る
。

②
ち
く
わ
と
に
ん
じ
ん
は
長
さ
三
独
．
、

幅
五
ミ
リ
く
ら
い
の
短
冊
に
切
り
、
ニ
ラ

は
三
袖
．
の
長
さ
に
切
っ
て
お
く
。

③
鍋
に
油
を
熱
し
、
た
け
の
こ
、
に
ん

じ
ん
、
ち
く
わ
の
順
に
い
た
め
、
最
後

に
ニ
ラ
を
入
れ
軽
く
い
た
め
る
。

④
程
よ
く
油
が
ま
わ
っ
た
ら
砂
糖
、
み

り
ん
、
酒
を
混
ぜ
る
。
最
後
に
み
そ
を

加
え
て
よ
く
か
ら
ま
せ
る
と
出
来
上
が

り
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

醗

　保育園から借りてきた絵本を￥毎日おばあちゃんに読んでも

らうの。動物が大好きで．かたつむりやカエルとも仲良しだよ。

もうすぐホタルさんもとんでくるよ。楽しみだな一。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十日町幼児園

　　　⑪グ

，構’　轡

　迷路みたいな道路だよ。こんな

道があったら楽しいだろうな。お

友達とかくれんぼができるもん。

うちのお姉ちゃんが，犬のサリ

ちゃんとカブをつれてお散歩し

るの。みんなうれしそうでしょ。

　
　
　
　
　
（
4
歳
）

保
坂
大
輔
く
ん

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

渡
辺
沙
緒
里
ち
ゃ
ん

・
／

ハ
∪
∩
博
∩
V
∩
｝
ハ
U
∩
u
G
6
G
O
3
0
a
u
O
O
O
O
O
G
　
Q

診
p

㌧
こ
㌧

根
津
ツ

・
薦
　
灘
㎜
鑓
禦
鐘
叢
　
　
鑛
鷺

　
　
雛
霧
　
　
　
難

　　嚢
　葺

凄

薫

　
子
供
の
こ
ろ
家
業
が
冬
は
も
ち
屋
、

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
は
す
し
な
ど
の
仕
出
し
を
し
て
い
た

ん
で
、
小
さ
い
時
か
ら
お
か
も
ち
下
げ

て
配
達
し
た
て
の
。
夜
遅
く
な
る
と
、

ど
の
小
路
を
通
れ
ば
ち
っ
と
で
も
明
る

い
か
な
ん
て
考
え
た
り
し
て
そ
。
冬
は

自
分
が
か
ぶ
っ
て
い
る
、
わ
ら
ぼ
し
の

ガ
サ
ガ
サ
と
い
う
音
に
ビ
ク
ッ
と
し
て

心
細
か
っ
た
の
。
わ
た
し
が
九
歳
の
時

父
親
が
亡
く
な
り
、
店
が
忙
し
い
の
で

家
の
手
伝
い
や
子
守
り
を
し
た
り
し
て
、

学
校
を
休
ん
だ
り
す
る
と
勉
強
が
進
ん

で
い
て
困
っ
た
て
。
自
分
の
子
供
は
絶

対
休
ま
せ
ち
ゃ
だ
め
だ
と
思
っ
た
の
。

そ
の
あ
と
兄
も
若
い
う
ち
に
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

ネ
さ
ん

（
袋
町
中
・
84
歳
）

霧塗

て
母
親
と
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
て
の
。

そ
の
母
親
も
無
理
が
続
い
て
早
く
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
そ
の
。

　
今
考
え
て
み
る
と
、
い
ち
ば
ん
心
細

か
っ
た
の
は
、
主
人
が
愛
知
航
空
へ
徴

用
に
行
っ
て
い
る
時
、
近
く
に
火
事
が
．

あ
り
、
狭
い
小
路
を
挟
ん
だ
だ
け
で
わ

た
し
の
家
が
焼
け
な
か
っ
た
の
が
不
思

議
な
く
ら
い
だ
っ
た
こ
と
で
す
の
。

　
長
生
き
し
た
お
か
げ
で
、
去
年
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
式
が
出
来
て
、
子
供
た
ち

か
ら
も
喜
ん
で
も
ら
え
た
り
、
同
級
生

か
ら
心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物
を
い
た
だ

い
た
り
で
、
う
れ
し
く
て
ほ
ん
と
う
に

有
り
難
か
っ
た
で
す
て
。

　
還
暦
の
と
き
、
初
め
て
同
級
会
を
し

て
六
十
一
人
い
た
の
が
、
今
は
四
十
人
。

総
会
と
春
・
秋
の
旅
行
と
し
て
年
三
回

の
集
ま
り
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
て
。

行
き
先
も
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
毎
年

出
か
け
、
富
士
山
に
も
登
り
ま
し
た
し
、

今
年
は
八
海
山
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
続

い
て
い
る
の
も
会
長
さ
ん
や
副
会
長
さ

ん
の
お
骨
折
り
が
い
ち
ば
ん
と
思
い
ま

す
。
同
級
会
の
歌
ま
で
作
っ
て
集
ま
っ

た
と
き
歌
う
の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
。

平成4年7月10日77とおガ夢3
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難市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

　
　
　
　
7
月
1
8
日
出
か
ら
1

　
水
の
恋
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
1
8
日
ω
か
ら
市
民
プ
ー
ル
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
幼
児
・
小
学
生
が
入
場
す
る
場
合
は
、

保
護
者
と
一
緒
で
な
い
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入場券 一般・高校 小・中学生 幼児

1回券 200円 100円 50円

11回券
2，000円 1，000円 500円

市民プールで販売します

市民プール（暦52－3368）
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　r健康づくり作文（実践記録）』

　　　　　　募　　集

健康づくりに励む皆さん、その一端を作文にま

とめて応募してください。入選以上の作品を冊子

にまとめ、これからの健康づくりに取り組む市民

の皆さんに役立てたいと思います。多数の応募を

お待ちしています。

■応募資格　高校生および一般

■応募方法　①400字詰原稿用紙5枚以内②作品

　には内容にふさわしい「題」をつけ、住所・氏

　名・年齢・職業（学年）を明記。

■賞　①最優秀賞1点…賞状および副賞（3万

　円）②優秀賞2点…賞状および副賞（15，000円）

　③入選3点…賞状および副賞（1万円）

■発　表　9月中旬（本人に通知するほか、市報

　でお知らせします）

□応募先　8月20日（木）までに十日町市教育委員

　会学校教育課「健康づくり作文募集係（〒948十

　日町市千歳町3－3智内線324）」へ。

　
（
中
学
・
一
般
・
壮
年
）
　
砲
丸
投

　
（
中
学
二
般
・
壮
年
）
▼
女
子
　
百

層
、
八
百
層
、
走
高
跳
、
走
幅
跳
、

砲
丸
投
の
五
種
目
。
中
学
・
一
般
が

出
場
で
き
ま
す
。
（
一
般
は
高
校
・
荘

年
を
含
む
）

■
参
加
資
格
　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

に
在
住
、
ま
た
は
、
通
学
・
通
勤
し

　
て
い
る
人
。

■
参
加
費
　
▼
中
学
生
…
一
種
目
に
つ

き
3
0
0
円
　
▼
一
般
…
一
種
目
に

　
つ
き
5
0
0
円

■
表
　
彰
　
中
学
・
一
般
・
壮
年
そ
れ

ぞ
れ
一
位
～
三
位
ま
で
賞
状
を
授
与

　
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
7
月
1
5
日
㈱
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
、
総
合
体
育
館
内
体

育
協
会
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会
事

務
局
へ
．

魏
震
水
泳
竸
技
套

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
圏
と
　
き
　
8
月
9
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
開
会
式
H
午
前
9
時

　
■
と
こ
ろ
　
西
小
学
校
プ
ー
ル

　
■
種
目
▼
小
学
4
年
生
ま
で
…
自
由

　
　
型
、
平
泳
（
2
5
㌶
）
▼
5
・
6
年
生

　
　
の
部
…
自
由
型
、
平
泳
（
5
0
材
）

　
　
▼
中
・
高
校
生
の
部
…
自
由
型
、
平

　
　
泳
、
背
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
50
材
）

　
　
▼
一
般
の
部
…
自
由
型
、
平
泳
、
背

　
　
泳
、
バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5
・
5
0
層
）

　
　
▼
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
種
目

　
　
※
一
人
2
種
目
以
内
と
し
ま
す
。

　
■
資
｝
格
市
内
の
在
住
者

　
■
参
加
費
　
一
人
2
0
0
円

　
■
申
し
込
み
　
7
月
31
日
働
ま
で
に
参

　
　
加
費
を
添
え
て
総
合
体
育
館
ま
た
は

　
　
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
費
5
8
－
3

　
　
3
4
3
）
へ
。

「「一一薗一一一一一一暫一闘一一「一一『『一一一一騨一一薗「一一甲一一一一「一｝縣一一一「一一『一一騨「一薗一一一一｝卿一一一一一甲一願一一「一一一一甲一
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■
と
　
き
　
7
月
1
8
日
d
D
午
後
2
時

　
～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
三
好
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　
ン
タ
ー

■
内
容
老
人
介
護
実
践
講
座
m

　
「
排
泄
介
護
の
実
際
と
床
ず
れ
予
防
」

　
▼
排
泄
介
護
用
品
の
展
示
会
も
同
時

　
　
開
催
H
午
後
－
時
3
0
分
～

■
参
加
費
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
三
好
園
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
6
－
2
1
0
6
）
へ
。

　
　
　
話
講
習
会

　
ろ
う
あ
者
と
一
緒
に
手
話
の
初
歩
と

心
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

■
と
　
き
　
7
月
2
2
日
・
2
9
日
、
琶
月

　
5
日
・
1
9
日
、
9
月
2
日
・
9
日
の

　
水
曜
日
6
回
コ
ー
ス

　
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　嘗　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　櫓　　　　　　　　　囎　　　　　　　　一　　　　　　　　騨　　　　　　　　甲　　　　　　　甲　　　　　　　甲　　　　　　「　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　騨　　　　　騨　　　　｝　　　　『　　　　甲　　　甲　　　一　　一　　騨　　需　囎　騨　一騨一

■
参
加
費
無
　
料

■
申
し
込
み
　
7
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
十

日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
役
所

内
智
内
線
珊
）
へ
。

■
と
　
き
　
8
月
9
日
㈲
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
講
堂

■
講
演
講
師
”
河
合
洋
祐
氏
（
全

　
日
本
ろ
う
あ
連
盟
本
部
事
務
所
長
）

　
演
題
「
手
話
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
」

■
入
　
場
　
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
へ
。

灘
危
粥
叢
華

　
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危
険

物
取
扱
者
は
、
法
で
定
め
る
期
間
内
に

保
安
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
危
険
物
取
扱
者
免
許
は
減
点
制
度

と
な
り
、
3
年
間
に
2
0
点
減
点
に
な
る

と
免
許
が
取
り
消
し
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
保
安
講
習
（
法
定
講
習
）
を
受

け
な
い
時
も
減
点
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
と
　
き
　
8
月
2
4
日
㈲
午
後
1
時

　
～
4
時

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
ー
0
（
本
町
6
1
1
）

■
申
し
込
み
　
7
月
2
4
日
働
～
31
日
㈲

　
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本
部
（
暦

　
5
7
1
1
5
5
5
）
へ
。

樽霧蝶罐意
　
J
R
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河
川
に

よ
る
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
宮
中
取

水
ダ
ム
か
ら
小
千
谷
市
千
谷
島
ま
で
の

信
濃
川
沿
岸
に
ダ
ム
放
流
警
報
用
サ
イ

レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
あ
り

ま
す
。
ダ
ム
か
ら
水
を
放
流
す
る
と
き

は
警
報
い
た
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
安

全
な
場
所
に
退
避
し
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
増
水
が
早
い

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
河
川

　
が
増
水
し
、
ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
と
き
。

▼
発
電
所
の
設
備
が
故
障
し
、
調
整
池

　
（
浅
河
原
）
の
余
水
路
か
ら
放
流
す

　
る
と
き
。

　
な
お
、
子
供
た
ち
だ
け
の
川
遊
び
は

非
常
に
危
険
で
す
。
見
か
け
た
ら
一
声

注
意
し
、
子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
り

ま
し
よ
・
つ
。

難
朗
読
の
勉
強
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
に
し
け
い

　
元
N
S
T
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
西
慧

ど
う道

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、
朗
読
の
勉

強
会
を
行
い
ま
す
。

■
と
　
き
　
7
月
1
8
日
d
D
午
後
－
時
3
0

　
分
～

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
　
数
藤
洋
子
（
高
田
町

　
3
東
盈
5
7
1
4
7
6
0
）
へ
。

灘
酒
害
の
懇
談
会

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
．

■
と
　
き
　
7
月
2
4
日
㈲
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

　
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
a
内
線
鵬
）
へ
予
約

　
し
て
く
だ
さ
い
。

難
心
の
健
康
相
談

　
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い
な
ど
、

悩
み
を
お
持
ち
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
7
月
2
9
日
㈱
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
須
賀
医
師
（
中
条
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

交通安全キャンペー一ン＝

【】心と時間にゆとりある運転

幽葡繋譲鳳，
る疲労などで重大事故　　　￥　憲
　　　　　　　　　　　　　つロ　　ド　　　ロロが発生する時期です。　　　　・・、　一
　　　　　　　　　　　　　　コむ　　り
余髄もって運転しま．糟轄
しょっ・　　　∈〔てへ、へ9
6月中の交通事故発生状況　（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成4年 24（75） 28（83） 0（1）

平成3年 18（77） 22（82） 0（1）

川西町
津南町，

中里村

平成4年 6（46） 7（56） 0（0）

平成3年 12（49） 15（59） 0（1）

計
平成4年 30（121） 35（139） 0（1）

平成3年 30（126） 37（141） 0（2）

　　　　　　交差点でバイクと
　　ヨ　謬　　　　乗用車の衝突事故

　　　　　　6月21日（日）午後7時30分ごろ、

　　　　　寿町地内の交差点で一時停止

の標識を無視して進入した、女子高校生の

2人乗り原付バイクと50歳の男性が運転

する乗用車が衝突し、バイクの2人が足

や顔に重傷を負う事故が発生しました。

とおかまちの自然

　　（理科センター）

キオン⑭

日当たりのよい山地に生えるキク科の

年草で、ヒゴオミナエシとも呼ばれて

ます。

草丈は50～100孝ンで遠くから見るとハン

ンソウに似ていますが、ハンゴンソウ

大きくなく、葉も分裂しないので見間

えることはほとんどありません。

7～9月頃、草むらの中に直径2㌢程

花をたくさんつけます。

和名は「黄苑」で花の色が黄色の紫苑

シオン）という意味で付けられたと言

れています。

79とお」r’お平成4年7月10日



漏一
軒

謹　
十
日
町
の
諏
訪
神
社
の
境
内
に
あ

る
黒
姫
神
社
は
織
物
の
守
り
神
と
し

て
、
今
か
ら
二
百
年
ほ
ど
前
に
創
建

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ず
も

　
祭
神
の
黒
姫
明
神
は
、
出
雲
神
話

　
　
　
　
　
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

の
主
人
公
の
大
国
主
命
が
越
後
ま
で

　
　
　
　
つ
ま
ど
　
　
　
　
　
た
ず

は
る
ば
る
妻
問
い
に
訪
ね
て
き
た

ぬ
な
が
わ
ひ
め
の
み
こ
と

奴
奈
川
姫
命
の
母
親
で
、
こ
の
地
方

に
初
め
て
織
物
の
技
法
を
教
え
た
ハ

タ
神
さ
ま
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
百
三
十
一
年
前
の
文
久
元

年
に
十
四
人
の
織
物
業
者
が
集
ま
っ

て
、
ハ
タ
神
さ
ま
の
信
心
講
と
し
て

黒
姫
講
を
始
め
ま
し
た
。

　
す
き
や

　
透
綾
と
い
う
絹
織
物
の
生
産
が
始

ま
っ
て
か
ら
五
十
年
近
く
に
な
り
、

専
業
の
絹
織
物
業
者
が
増
え
た
の
で

横
の
連
携
を
と
る
た
め
で
す
。

　
毎
月
の
九
日
を
例
会
日
に
し
て
、

講
員
の
家
を
持
ち
回
り
に
染
織
技
術

の
研
究
や
、
商
売
の
情
報
交
換
な
ど

を
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
親
睦
を
図

る
の
が
講
の
目
的
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
ん
が
い

　
こ
れ
が
母
体
に
な
っ
て
旬
街
織
物

協
会
や
十
日
町
機
業
改
良
組
合
を
へ

て
、
明
治
三
十
二
年
に
中
魚
沼
郡
織

物
同
業
組
合
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今

叢
罐
騰
鱒
霧
灘
懸

の
織
物
組
合
の
前
身
で
す
。

　
だ
か
ら
黒
姫
講
は
織
物
組
合
の
ル

ー
ツ
で
あ
り
、
織
物
業
界
の
精
神
的

な
よ
り
ど
こ
ろ
が
黒
姫
神
社
で
す
。

　
た
だ
、
黒
姫
明
神
は
民
間
信
仰
の

神
さ
ま
で
公
式
に
は
認
知
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
黒
姫
神
社
の
正
式

　
　
　
　
お
は
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う

な
社
名
は
御
機
神
社
で
、
祭
神
も
麻

み
や
ひ
め
の
み
こ
と
　
　
あ
め
の
た
な
ば
た
ひ
め
の
み
こ
と

績
屋
姫
命
や
天
棚
機
姫
命
な
ど
九
柱

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
六
年
に
社
殿
を
再
建
し
た
と

き
の
世
話
人
の
名
簿
が
残
っ
て
い
ま

す
が
、
十
五
人
の
う
ち
子
孫
が
今
で

も
織
物
業
を
続
け
て
い
る
の
は
、
角

屋
、
吉
沢
織
物
、
丸
清
織
物
の
三
家
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

．
㊤
欝
瀬
醤

黒姫神社社殿

難
灘
陸
上
罐
羅
鄭
代
表
に

藍
、
讐

　
　
　
灘

魏
鑛
欄
謹

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

幕
ま
で
あ
と
十
日
余
り
。
そ
し
て
、

九
月
十
三
日
か
ら
は
、
同
じ
ス
ペ
イ

ン
の
首
都
マ
ド
リ
ッ
ド
で
、
八
十
三

力
国
、
二
千
五
百
人
が
参
加
し
て
、

障
害
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
出
場
は
六
十
人
。
小

川
勝
志
さ
ん
は
、
陸
上
競
技
三
千
層

と
八
百
材
の
二
種
目
を
走
り
ま
す
。

今
回
県
内
か
ら
の
出
場
は
た
だ
一
人
。

郡
市
内
で
は
初
の
快
挙
で
す
。

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
」
の
報
に

「
ま
さ
か
」
と
び
っ
く
り
の
御
両
親

は
、
体
の
不
自
由
に
臆
せ
ず
、
小
さ

い
頃
か
ら
野
球
に
、
卓
球
に
、
す
べ

て
に
ひ
た
む
き
に
取
り
組
ん
で
き
た

姿
を
思
い
浮
べ
、
成
長
に
う
な
ず
き

な
が
ら
「
元
気
に
走
っ
て
さ
え
く
れ

小川勝志さん
　　（尾崎・20歳）

れ
ば
」
と
親
心
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
勝
志
さ
ん
と
陸
上
と
の
出
会
い
は
、

中
学
を
卒
業
し
て
入
所
し
た
、
寺
泊

に
あ
る
コ
ロ
ニ
i
白
岩
の
里
で
す
。

指
導
者
に
も
恵
ま
れ
、
め
き
め
き
と

実
力
を
伸
ば
し
て
、
千
五
百
材
で
五

分
、
三
千
㌶
で
十
分
三
十
秒
の
記
録

を
つ
く
り
、
つ
い
に
は
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
標
準
記
録
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
兄
の
元
幸
さ
ん
が
付
き

添
い
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

費
用
を
賄
う
た
め
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
現
在
支
援
募
金
を
募
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
出
場
を
機
会
に
「
人
問
的
に

も
一
回
り
大
き
く
な
っ
て
、
他
の
入

所
者
の
目
標
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

期
待
す
る
先
生
。
大
会
に
向
け
て
、

練
習
に
も
一
段
と
熱
が
入
り
ま
す
。

き
㊦
謝
愉
鋤
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舗
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＋
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＋
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今
月
の
表
紙

　
．
黙
・
　
七
月
三
日
㈲
、
五
月
に
学
校

奎灘の

前
誕
に
「
池
」
が
完
成
し
た

盤
・
中
条
イ
学
校
（
松
井
定
延
校

長
）
で
、
一
年
生
の
生
活
科
学
習
が
、

ど
じ
ょ
う
や
メ
ダ
カ
、
お
た
ま
じ
ゃ
く

し
な
ど
が
放
さ
れ
た
池
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
ち
び
っ
子
た
ち
は
冷
た
さ
の
残
る

水
に
入
っ
て
、
た
に
し
を
手
に
し
た
り
、

メ
ダ
カ
を
追
い
か
け
た
り
と
水
に
親
し

ん
で
い
ま
し
た
。

懸
　
編
集
後
記

　
　
蒙

　
学
校
週
五
日
制
が
九
月
の
第
二
週
か

ら
始
ま
り
、
明
治
以
来
一
世
紀
以
上
に

わ
た
っ
て
続
い
た
、
週
六
日
制
に
ピ
リ

オ
ド
が
う
た
れ
ま
す
。
今
、
教
育
委
員

会
で
は
専
門
部
会
を
設
け
、
五
日
制
に

向
け
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
「
た
か
が
半
日
、
さ
れ
ど
半
日
」
の

休
業
日
。
二
人
の
父
親
と
し
て
、
仕
事

に
趣
味
に
忙
し
い
毎
日
で
会
話
も
少
な

く
、
せ
め
て
休
業
日
に
は
大
好
き
な
㊦

を
や
め
、
子
供
と
の
触
れ
合
い
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
㊧
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